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東
京
理
科
大
学
は
、
二
十
一

人
の
少
壮
学
士
に
よ
り
創
立
さ

れ
た
東
京
物
理
学
講
習
所
に
端

を
発
し
て
お
り
、「
理
学
の
普
及

を
以
っ
て
、
国
運
発
展
の
基
礎

と
な
す
。」
と
の
建
学
精
神
は
、

創
立
以
来
百
二
十
二
年
の
歴
史

を
と
お
し
て
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
基
本
的

実
力
を
身
に
つ
け
て
か
ら
卒
業

す
る
と
い
う
「
実
力
主
義
」
が
、

建
学
以
来
の
伝
統
で
あ
り
ま

す
。本

学
は
こ
れ
ら
の
伝
統
と
実

績
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
よ
り
、

実
力
あ
る
学
生
を
育
て
る
よ
う

教
育
・
学
習
を
重
視
す
る
と
と

も
に
、
高
度
な
学
問
研
究
の
創

す
。
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き

る
皆
さ
ん
は
、
知
の
働
き
に
磨

き
を
か
け
、
従
来
の
思
考
の
枠

組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い

知
を
創
造
す
る
訓
練
を
行
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
て
生

み
出
さ
れ
た
新
し
い
知
が
、
大

き
な
価
値
を
持
つ
時
代
に
な

り
、
ま
た
そ
の
知
を
生
み
出
す

知
的
活
動
が
個
人
個
人
に
期
待

さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
科
学
と
技
術
に

関
す
る
知
的
活
動
は
、
素
朴
な

に
修
得
す
る
こ
と
か
ら
だ
け
で

は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
必
要
な
基

礎
学
力
を
し
っ
か
り
と
習
得
し

た
上
で
、
問
題
を
発
見
し
そ
の

解
決
法
を
探
る
と
い
う
、
学
問

的
な
も
の
の
見
方
と
方
法
論
を

身
に
つ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
生

ま
れ
る
の
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
知
的
な
喜
び
を
得
よ
う
と

思
え
ば
、
み
ず
か
ら
情
熱
を
持

っ
て
積
極
的
に
学
び
、
未
知
に

挑
戦
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

新
入
生
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ

れ
か
ら
の
学
園
生
活
で
特
に
健

康
に
留
意
し
、
教
師
や
学
友
と

の
交
友
を
深
め
、
そ
の
上
で
、

知
的
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
に

誇
り
を
持
ち
、
楽
し
く
実
り
多

い
生
活
を
送
る
こ
と
を
希
望
し

ま
す
。

り
、
講
師
、
助
教
授
を
経
て
、

平
成
十
五
年
三
月
ま
で
東
京
理

科
大
学
基
礎
工
学
部
教
授
。
平

成
十
五
年
四
月
学
校
法
人
東
京

理
科
大
学
理
事
。

▼
理
科
大

（
野
田
）に
来
て

三
年
経
つ
が
、

常
々
思
う
の

は
、
学
生
に
と

っ
て
、
居
場
所

が
無
い
！
と
。

講
義
の
空
き
時
間
や
一
日
の
授

業
が
終
わ
っ
た
後
な
ど
、
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
の
（
で
き
れ
ば

小
奇
麗
な
）
場
所
で
、
集
ま
っ

て
、
お
茶
で
も
飲
み
な
が
ら
、

何
時
間
で
も
、
真
面
目
な
こ
と

か
ら
下
ら
な
い
こ
と
ま
で
語
り

合
え
る
場
所
が
あ
っ
て
し
か
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
。（
つ
い
で

に
言
え
ば
、
食
事
も
辛
い
!!

私
が
親
な
ら
、
多
少
高
く
て

も
、
マ
シ
な
物
を
食
べ
さ
せ
て

欲
し
い
！
）
学
生
に
し
っ
か
り

勉
強
さ
せ
た
け
れ
ば
、
も
っ
と

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
を
提

供
し
、
も
っ
と
勉
強
し
や
す
い

環
境
・
雰
囲
気
を
作
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
▼
逆
に
素
晴
ら
し
い

所
は
、
多
く
の
優
秀
な
学
生

を
、
ち
ゃ
ん
と
教
育
し
、
輩
出

し
て
き
た
こ
と
。
そ
れ
は
や
は

り
、
少
数
精
鋭
の
ス
タ
ッ
フ
で
、

し
っ
か
り
し
た
シ
ス
テ
ム
を
作

っ
て
き
た
か
ら
だ
ろ
う
。
し
か

し
、
今
後
、
高
校
生
数
の
減
少

に
、
学
力
低
下
も
加
わ
り
、
レ

ベ
ル
が
下
が
る
だ
ろ
う
と
言
わ

れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
理
科

大
が
、
も
っ
と
良
く
な
っ
て
行

く
た
め
に
は
、
学
生
自
身
の
や

る
気
を
い
か
に
上
手
く
引
き
出

せ
る
か
に
掛
か
っ
て
く
る
。
そ

の
た
め
に
も
、
環
境
整
備
と
雰

囲
気
作
り
は
最
優
先
課
題
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
!?
▼
日
本

は
も
っ
と
理
系
教
育
に
力
を
注

が
な
い
と
、
い
ず
れ
、
中
国
や

韓
国
に
追
い
抜
か
れ
、
何
も
無

い
国
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ

か
ら
は
論
理
的
思
考
の
出
来
る

者
が
必
要
と
さ
れ
る
時
代
に
な

っ
て
行
く
。
そ
の
中
で
理
科
大

の
果
た
す
役
割
は
更
に
重
要
に

な
る
だ
ろ
う
。

（
Ｓ
・
Ｈ
）

２
面

イ
タ
リ
ア
の
大
学
と
交
流
協
定
／
新
年
度
の
予
算

３
面

新
任
教
員
20
氏
紹
介
／
３
先
生
に
名
誉
教
授
称
号

４
・
５
面

新
生
薬
学
部
ス
タ
ー
ト
／
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
予
告

６
面

山
口
東
京
理
科
大
学
の
ニ
ュ
ー
ス

７
面

諏
訪
東
京
理
科
大
学
の
ニ
ュ
ー
ス

８
面

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
／
生
涯
学
習
講
座

９
面

平
成
14
年
度
の
就
職
総
括
／
父
母
懇
談
会
の
日
程

10
面
「
理
大
・
人
」／
平
成
14
年
度
学
長
表
彰
　
ほ
か

「知」を磨き「知」の創造を 「知」を磨き「知」の創造を 
新入生の皆さんに望む 学 　長　岡村　弘之 

山
口
東
京
理
科
大
学
長
に
土
谷
敏
雄
先
生 

平
成
十
五
年
度
東
京
理
科
大
学
入
学
式
が
、
四
月
九
日

午
前
十
時
二
十
分
か
ら
、
東
京
千
代
田
区
の
日
本
武
道
館

で
行
わ
れ
た
。
五
千
四
百
五
十
八
人
の
新
入
生
を
迎
え
た

会
場
は
、
晴
れ
や
か
な
笑
顔
で
満
た
さ
れ
た
。
本
学
管
弦

楽
団
の
記
念
演
奏
で
開
式
。
新
入
生
も
参
列
し
た
ご
父
母

も
や
や
緊
張
し
た
面
持
ち
だ
っ
た
が
、
期
待
に
胸
膨
ら
む

様
子
が
う
か
が
え
た
。
岡
村
学
長
の
式
辞
の
後
、
本
学
合

唱
団
に
合
わ
せ
て
校
歌
を
斉
唱
し
、
式
が
終
了
し
た
。

満
場
の
平
成
15
年
度
新
入
生
と
父
母
た
ち
＝
日
本
武
道
館
で

出
に
も
力
を
注
ぐ
方
針
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
担
い
手
で
あ
る
学

生
諸
君
に
は
、
二
十
一
世
紀
を

自
分
達
の
手
で
拓
く
夢
と
情
熱

を
持
っ
て
、
時
代
の
先
駆
者
と

し
て
活
躍
す
る
知
的
エ
リ
ー
ト

た
ら
ん
と
す
る
心
構
え
を
持
つ

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
科
学
技
術
の
世
紀
」
と
呼

ば
れ
る
前
世
紀
に
対
し
て
二
十

一
世
紀
は
「
知
の
時
代
」「
知

性
の
世
紀
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
わ
が
国
の
科
学

技
術
政
策
は
、
知
の
上
に
築
か

れ
た
独
創
性
の
高
い
科
学
技
術

を
発
展
さ
せ
て
国
際
社
会
に
貢

献
し
よ
う
と
す
る
「
科
学
技
術

創
造
立
国
」
を
目
指
し
て
い
ま

心
の
満
足
や
喜
び
と
結
び
つ
き

や
す
く
、
一
度
そ
の
感
動
を
経

験
す
る
と
、
生
き
が
い
に
ま
で

昇
華
し
や
す
い
面
が
あ
る
よ
う

で
す
。
自
然
科
学
の
新
発
見

は
、
法
則
性
を
知
ろ
う
と
す
る

知
的
好
奇
心
を
満
足
さ
せ
て
く

れ
ま
す
し
、
ま
た
新
技
術
の
開

発
は
、
新
し
い
も
の
を
創
造
す

る
達
成
感
を
味
あ
わ
せ
て
く
れ

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
知
的
活
動
は
、

そ
の
分
野
の
知
識
や
技
能
を
単

山
口
東
京
理
科
大
学
の
第
三

代
学
長
に
、
平
成
十
五
年
四
月

一
日
付
で
土
谷
敏
雄

つ
ち
や
と
し
お

先
生
が
就

任
し
た
。

こ
れ
は
、
明
畠
高
司
山
口
東

京
理
科
大
学
長
の
任
期
満
了
に

伴
う
も
の
で
、
任
期
は
平
成
十

九
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
四

年
間
で
あ
る
。

土
谷
先
生
は
、
昭
和
十
年
十

一
月
生
ま
れ
。
理
学
博
士
。
同

四
十
三
年
三
月
東
京
理
科
大
学

大
学
院
理
学
研
究
科
物
理
学
専

攻
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
。

同
年
四
月
に
同
大
学
助
手
と
な

平成15年度 平成15年度 入学式 入学式 

晴れの会場へ足どりも軽く新入生と父母たち

咲き誇る桜に迎えられて、笑顔も満開……

式
典
を
盛
り
上
げ
る
管
絃
楽
団
と
合
唱
団
の
演
奏
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東
京
理
科
大
学
と
ロ
ー
マ
・

ト
ル
・
ヴ
ェ
ル
ガ
ー
タ
大
学
は
、

三
月
十
四
日
、
学
術
交
流
協
定

を
締
結
し
た
。

本
協
定
は
、
研
究
者
・
学
生

の
交
流
、
共
同
研
究
の
計
画
と

実
施
な
ど
、
研
究
と
教
育
の
全

て
に
わ
た
り
両
大
学
が
協
力
す

る
こ
と
に
よ
り
、
相
互
の
発
展

2003年（平成15年） ４月25日（金）（ 2 ）

ロ
ー
マ
・
ト
ル
・
ヴ
ェ
ル
ガ
ー
タ
大
学
と 
ロ
ー
マ
・
ト
ル
・
ヴ
ェ
ル
ガ
ー
タ
大
学
と 

学
術
交
流
協
定
を
締
結 

擁
す
る
総
合
大
学
で
あ
る
。
同

大
学
は
、
二
〇
〇
二
年
に
欧
州

共
同
体
の
国
際
委
員
会
に
よ
っ

て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
最
高
の
大
学

の
中
に
位
置
付
け
ら
れ
る
と
い

う
国
際
的
な
評
価
を
得
る
と
と

も
に
イ
タ
リ
ア
国
内
の
評
価
も

高
い
。

本
協
定
の
締
結
は
「
東
京
理

科
大
学
と
外
国
の
大
学
等
と
の

学
術
交
流
委
員
会
」
に
よ
る
国

際
学
術
交
流
推
進
の
一
環
と
し

て
、
理
工
学
部
情
報
科
学
科
の

大
矢
雅
則
教
授
が
交
渉
に
あ
た

っ
た
。
本
協
定
の
締
結
に
よ

り
、
本
学
の
国
際
交
流
の
活
性

化
に
弾
み
が
つ
く
も
の
と
期
待

さ
れ
て
い
る
。

を
期
す
る
も
の
で
あ
る
。
現
在

受
入
体
制
な
ど
細
部
の
調
整
を

進
め
て
い
る
。

ロ
ー
マ
・
ト
ル
・
ヴ
ェ
ル
ガ

ー
タ
大
学
は
ロ
ー
マ
市
に
あ
る

国
立
大
学
で
、
工
学
、
自
然
科

学
、
医
学
と
い
っ
た
理
工
系
学

部
の
ほ
か
、
経
済
学
、
法
学
、

文
学
・
哲
学
の
文
科
系
学
部
を

東
京
理
科
大
学
森
戸
記
念
館

（
新
宿
区
神
楽
坂
四
―
二
―

二
）
＝
写
真
＝
の
完
成
を
祝
う

竣
工
式
と
開
館
記
念
講
演
会
が

一
月
十
四
日
に
行
わ
れ
た
。

同
館
は
本
学
卒
業
生
で
あ
る

森
戸
祐
幸
氏
（
㈱
モ
リ
テ
ッ
ク

ス
会
長
兼
社
長
）
の
ご
寄
付
に

よ
り
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
国

際
交
流
、産
学
連
携
、地
域
住
民

の
交
流
の
場
な
ど
に
利
用
す
る
。

竣
工
式
に
は
、
森
戸
氏
を
は

じ
め
、
大
学
側
か
ら
塚
本
理
事

長
、
岡
村
学
長
の
ほ
か
大
学
関

係
者
、
東
急
建
設
㈱
、
㈱
熊
谷

組
関
係
者
、
ま
た
神
楽
坂
商
店

森戸記念館　竣工式 森戸記念館　竣工式 
会
・
自
治
会
の
会
長
な
ど
が
参

列
し
、
厳
か
に
行
わ
れ
た
。

式
後
の
開
館
記
念
講
演
会
で

は
、
森
戸
氏
「
ゼ
ロ
か
ら
の
出

発
」、
原
文
雄
教
授
（
工
一
・
機

械
）「
顔
ロ
ボ
ッ
ト
と
「
人
工

感
情
」
へ
の
挑
戦
」、
大
村
智

氏
（
(社)
北
里
研
究
所
長
）「
生
物

活
性
を
有
す
る
微
生
物
由
来
天

然
有
機
化
合
物
に
関
す
る
研
究

―
過
去
・
未
来
」
の
三
氏
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
、
開
館
に
ふ

さ
わ
し
い
盛
大
な
会
と
な
っ
た
。

建
物
は
Ｒ
Ｃ
造
り
地
上
三
階

地
下
一
階
建
て
、
建
築
面
積
は

三
七
五
・
七
二
㎡
（
一
一
三
・

六
六
坪
）、
延
床
面
積
一
二
七

一
・
三
一
㎡
（
三
八
四
・
五
七

坪
）。
国
際
会
議
も
可
能
な「
第

１
、
第
２
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
も
あ

り
、
吹
抜
ロ
ビ
ー
に
は
森
戸
氏

寄
贈
の
世
界
的
ガ
ラ
ス
工
芸
作

家Josh
Sim
pson

氏
の
作

品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
二
階

に
は
大
小
三
つ
の
会
議
室
、
三

階
に
は
(財)
科
学
技
術
振
興
会
が

入
館
し
て
い
る
。

本
学
関
係
者
や
本
学
関
係
者

の
紹
介
を
受
け
た
方
は
利
用
可

能
。
問
い
合
わ
せ
は
財
務
部
管

財
一
課
（
℡
〇
三
・
五
二
二

八
・
八
一
一
〇
）
ま
で
。

収
入
の
こ
と
で
あ
り
、
負
債
性

の
な
い
収
入
（
帰
属
収
入
）
か

ら
資
本
的
支
出
（
基
本
金
組
入

額
）
を
控
除
し
た
も
の
を
い
う
。

「
消
費
収
入
」
と
「
消
費
支
出
」

を
対
比
す
る
こ
と
に
よ
り
、
収

入
超
過
か
支
出
超
過
か
が
わ
か

る
。

◇
基
本
金

「
基
本
金
」
と
は
学
校
法
人

会
計
独
特
の
も
の
で
あ
り
、
学

校
法
人
が
、
教
育
研
究
活
動
等

の
諸
活
動
の
計
画
に
基
づ
き
必

要
な
資
産
を
継
続
的
に
保
持
す

る
た
め
に
維
持
す
べ
き
も
の
と

し
て
、
帰
属
収
入
の
中
か
ら
組

み
入
れ
た
金
額
の
こ
と
を
い

い
、
組
み
入
れ
対
象
資
産
の
性

質
に
よ
り
次
の
第
一
号
か
ら
第

四
号
に
区
分
さ
れ
る
。

▽
第
一
号
基
本
金
　
設
立
当

初
に
取
得
し
た
固
定
資
産
と
設

立
後
新
た
な
学
校
の
設
置
、
既

設
の
学
校
の
施
設
設
備
充
実
向

上
の
た
め
に
取
得
し
た
固
定
資

産
の
価
額
で
あ
る
。
た
だ
し
、

借
入
金
で
取
得
し
た
資
産
の
組

み
入
れ
は
、
返
済
し
た
時
点
で

行
わ
れ
る
。

▽
第
二
号
基
本
金
　
将
来
取

得
す
る
固
定
資
産
の
た
め
に
事

前
に
計
画
的
、
段
階
的
に
組
み

入
れ
る
金
銭
そ
の
他
の
資
産
の

額
で
あ
る
。

▽
第
三
号
基
本
金
　
奨
学
事

業
な
ど
の
た
め
の
基
金
設
定
を

目
的
と
し
た
資
産
の
額
で
あ

る
。▽

第
四
号
基
本
金
　
学
校
法

人
会
計
基
準
等
で
定
め
ら
れ
た

方
式
に
基
づ
い
て
算
出
し
た
恒

常
的
に
保
持
す
べ
き
資
金
の
額

で
あ
る
。

平
成
十
五
年
度
予
算
は
、
神

楽
坂
・
野
田
地
区
再
構
築
計

画
、
薬
学
部
再
構
築
計
画
等
に

よ
る
教
育
・
研
究
環
境
の
整
備

を
一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、

事
務
系
各
部
署
に
対
す
る
ヒ
ア

リ
ン
グ
の
実
施
に
よ
り
、
既
定

経
費
以
外
の
節
減
に
努
め
、
次

の
点
を
重
点
項
目
と
し
て
盛
り

込
む
編
成
を
行
っ
た
。

①
神
楽
坂
地
区
再
構
築
計
画

に
つ
い
て
、
こ
れ
に
係
わ
る
事

業
費
の
一
部
を
第
二
号
基
本
金

へ
先
行
組
入
す
る
こ
と
。
ま

た
、
新
５
号
館
建
築
費
・
10
号

館
改
修
費
・
旧
薬
学
校
舎
解
体

費
・
再
構
築
設
計
料
を
予
算
措

置
す
る
こ
と
。

②
野
田
地
区
再
構
築
計
画
の

一
部
と
し
て
、
講
義
棟
建
築
費

等
を
予
算
措
置
す
る
こ
と
。

③
薬
学
部
再
構
築
計
画
の
一

部
と
し
て
、
新
校
舎
用
什
器
・

備
品
購
入
費
を
予
算
措
置
す
る

こ
と
。

④
諏
訪
東
京
理
科
大
学
へ
の

改
組
転
換
に
伴
い
、
茅
野
市
か

ら
交
付
さ
れ
る
補
助
金
を
予
算

措
置
す
る
こ
と
。

⑤
再
生
工
学
研
究
セ
ン
タ
ー

及
び
基
礎
工
学
研
究
科
に
お
け

る
研
究
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実

施
に
要
す
る
施
設
整
備
費
等
を

予
算
措
置
す
る
こ
と
。

⑥
教
育
・
研
究
環
境
整
備
の

一
環
と
し
て
、
神
楽
坂
地
区
に

お
い
て
体
育
館
・
研
究
社
英
語

セ
ン
タ
ー
ビ
ル
・
旧
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀

行
ビ
ル
の
施
設
を
借
用
す
る
こ

と
と
し
、
こ
れ
に
要
す
る
経
費

を
予
算
措
置
す
る
こ
と
。

⑦
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学

に
支
障
を
き
た
す
学
生
の
救
済

を
目
的
と
し
て
、
東
京
理
科
大

学
学
部
奨
学
金
貸
与
者
数
を
増

員
し
、
こ
れ
に
係
わ
る
経
費
を

予
算
措
置
す
る
こ
と
。

行
な
い
編
成
さ
れ
た
予
算
は
、

資
金
収
支
計
算
書
お
よ
び
消
費

収
支
計
算
書
に
計
上
さ
れ
、
そ

の
実
績
は
決
算
額
と
し
て
両
計

算
書
お
よ
び
貸
借
対
照
表
に
表

示
さ
れ
る
。

○
資
金
収
支
計
算
書

資
金
収
支
計
算
書
は
、
教
育

研
究
等
の
諸
活
動
に
要
す
る
一

年
間
の
資
金
の
収
入
、
支
出
を

み
る
も
の
で
、
支
出
に
対
応
す

る
収
入
が
ど
の
よ
う
な
源
泉
か

ら
調
達
さ
れ
て
い
る
か
を
み
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
借
入

金
な
ど
の
負
債
性
の
あ
る
収
入

や
、
固
定
資
産
取
得
に
必
要
な

支
出
、
借
入
金
返
済
な
ど
が
全

体
の
収
支
に
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
か
な
ど
も
み

る
こ
と
が
で
き
る
。

○
消
費
収
支
計
算
書

消
費
収
支
計
算
書
は
、
毎
年

度
の
経
営
状
況
を
示
す
も
の
で

あ
る
。「
消
費
支
出
」
と
は
、
学

校
法
人
が
教
育
研
究
等
の
諸
活

動
に
消
費
す
る
資
産
の
取
得
価

額
ま
た
は
用
役
の
対
価
の
こ
と

で
あ
り
、「
消
費
収
入
」
と
は

「
消
費
支
出
」
に
充
当
し
得
る

平
成
15
年
度
予
算
　

編
成 

平
成
15
年
度
予
算
　

編
成 
学
校
法
人 

東
京
理
科
大
学
理
事
会 

学
校
法
人
会
計
の
計
算
体
系

は
「
学
校
法
人
会
計
基
準
」
に

基
づ
き
「
資
金
収
支
計
算
書
」

「
消
費
収
支
計
算
書
」
お
よ
び

「
貸
借
対
照
表
」
か
ら
成
り
立

っ
て
い
る
。
学
校
法
人
に
お
け

る
教
育
研
究
等
の
諸
活
動
に
つ

い
て
、
具
体
的
に
計
画
策
定
を

収
支
計
算
書
の
見
方 

平　成　１５　年　度　　資　金　収　支　予　算 
［平成15年4月1日から平成16年3月31日まで］ （単位：千円） 

平　成　１５　年　度　　消　費　収　支　予　算 
［平成15年4月1日から平成16年3月31日まで］ （単位：千円） 

収　　　　　入　　　　　の　　　　　部 

支　　　　　出　　　　　の　　　　　部 

消　　　費　　　収　　　入　　　の　　　部 

消　　　費　　　支　　　出　　　の　　　部 

科　　　　目 １５年度予算額 科　　　　目 １５年度予算額 科　　　　目 １５年度予算額 

科　　　　目 １５年度予算額 科　　　　目 １５年度予算額 科　　　　目 １５年度予算額 

科　　　　目 １５年度予算額 科　　　　目 １５年度予算額 科　　　　目 １５年度予算額 

科　　　　目 １５年度予算額 科　　　　目 １５年度予算額 科　　　　目 １５年度予算額 

２４，６８９，１１８ 
１６，１３４，４９５ 
２，５６９，６６０ 
１，５６０，４３８ 
４，４２４，５２５ 
１，６２５，２６５ 
１，５７６，２６５ 
９，０００ 
１６，０００ 
２４，０００ 
３２３，９００ 
３２３，９００ 
４，４６０，０５２ 
４，０１９，０４４ 
４４１，００８ 
１１４，８８８ 
５，０００ 
２７，３２６ 

学生生徒等納付金収入 
授業料収入 
入学金収入 
実験実習料収入 
施設設備資金収入 
手数料収入 
入学検定料収入 
試験料収入 
証明手数料収入 
大学入試センター試験実施手数料収入 
寄付金収入 
一般寄付金収入 
補助金収入 
国庫補助金収入 
地方公共団体補助金収入 
資産運用収入 
第３号基本金運用収入 
受取利息・配当金収入　 

８２，５６２ 
５９７，２００ 
５９７，２００ 
３７１，６６０ 
３，０４３ 

３６８，６１７ 
８６３，２８２ 
２１，０００ 
６３９，６５０ 
２０２，６３２ 

１５，６６７，３０４ 
８，４８２，７７４ 
２，５４１，９８２ 
４３６，７３２ 
４，１６８，０５４ 
３７，７６２ 

７，３１０，６７２ 
２，５００，０００ 

施設設備利用料収入 
資産売却収入 
不動産売却収入 
事 業 収 入 
補助活動収入 
受託事業収入 
雑　収　入 
入学要項売上収入 
私立大学退職金財団交付金収入 
その他の雑収入 
前受金収入 
授業料前受金収入 
入学金前受金収入 
実験実習料前受金収入 
施設設備資金前受金収入 
その他の前受金収入 
その他の収入 
施設拡充引当特定預金からの繰入収入 

１，０００，０００ 
２，０００，０００ 
６０５，０８０ 
３００，０００ 
５２０，２５０ 
１４６，９４４ 
２２３，７２８ 
１４，６７０ 

△１６，８１６，５５９ 
△   　７４４，３２９ 
△１６，０７２，２３０ 
４０，５９４，４０７ 

 
 
 
 
 

７９，８０１，１８９ 

神楽坂地区新５号館建築及び10号館 
改修資金引当特定預金からの繰入収入 

野田地区再構築引当特定預金からの繰入収入 
退職給与引当特定預金からの繰入収入 
維持会施設拡充引当特定預金からの繰入収入 
前期末未収入金収入 
貸付金回収収入　 
預り金受入収入 
保証金回収収入 
資金収入調整勘定 
期末未収入金 
前期末前受金 
前年度繰越支払資金 

 
 
 
 
 

収　入　の　部　合　計 

学生生徒等納付金 
授業料 
入学金 
実験実習料 
施設設備資金 
手　数　料 
入学検定料 
試験料 
証明手数料 
大学入試センター試験実施手数料 
寄　付　金 

一般寄付金 
現物寄付金 
補　助　金 
国庫補助金 
地方公共団体補助金 
資産運用収入 
第３号基本金運用収入 
受取利息・配当金 
施設設備利用料 
資産売却差額 
不動産売却差額 

事業収入 
補助活動収入 
受託事業収入 
雑　収　入 
入学要項売上収入 
私立大学退職金財団交付金 
その他の雑収入 
 
帰　属　収　入　合　計 
基 本 金 組 入 額 合 計 
消 費 収 入 の 部 合 計 

１４，７５０，９３４ 
９，６４５，５０１ 
４，１４８，３２５ 
１００，７９２ 
８５６，３１６ 
８，１７４，９６４ 
１，８３１，２０６ 
１，１４２，６３０ 
３７４，６０２ 
１３６，４２５ 
７５，７７５ 
２２３，１５３ 
３３３，３１４ 
３，８２２ 
１２，１３７ 
９１１，２５４ 
３７８，２１５ 
７６，２３９ 
２４３ 

１，２１４，１３４ 
４７３，１５４ 
６０４，７８３ 
３８３，８７８ 
１，５３０，１４４ 

人件費支出 
教員人件費支出 
職員人件費支出 
役員報酬支出 
退職金支出 
教育研究経費支出 
消耗品費支出 
光熱水費支出 
旅費交通費支出 
奨学費支出 
福利厚生費支出 
通信運搬費支出 
印刷費支出 
広告費支出 
会議費支出 
賃借料支出 
修繕費支出 
諸会費支出 
公租公課支出 
報酬・委託・手数料支出 
保守料支出 
資料費支出 
雑費支出 
管理経費支 

４０，５０６ 
９４，１８９ 
４２，８８０ 
４２，４３４ 
２１，５６９ 
１４４，６５１ 
１７，９８０ 
１１９，５２４ 
３４，７４４ 
２４７，８９７ 
９９，５０７ 
１１，７２８ 
５９，５５８ 
４１２，０６８ 
５５，９４１ 
１３，３２９ 
２０，０００ 
５１，６３９ 
６０，３３０ 
６０，３３０ 
２９５，３００ 
２９５，３００ 
５，１５１，３４７ 
３，８３３，４８１ 

消耗品費支出 
光熱水費支出 
旅費交通費支出 
福利厚生費支出 
通信運搬費支出 
印刷費支出 
保険料支出 
広告費支出 
渉外・会議費支出 
賃借料支出 
修繕費支出 
諸会費支出 
公租公課支出 
報酬・委託・手数料支出 
保守料支出 
資料費支出 
公共施設寄付金支出 
雑費支出 
借入金等利息支出 
借入金利息支出 
借入金等返済支出 
借入金返済支出 
施設関係支出 
建物支出　 

２９１，８６６ 
１，０２６，０００ 
２，４３４，１０７ 
２，２９４，７６６ 
１５，７９０ 
１０５，３５１ 
１７，２００ 
１，０００ 

４，１５２，０８０ 
１，１０５，０８０ 
４７，０００ 

３，０００，０００ 
１，８１４，６８５ 
３７０，９２０ 
８７２，５３８ 
４９３，２２７ 
７８，０００ 
３００，０００ 

△　  ８０９，１９４ 
△  　８０９，１９４ 
４１，９４６，４９２ 

 
 

７９，８０１，１８９ 

構築物支出 
建設仮勘定支出 
設備関係支出 
教育研究用機器備品支出 
その他の機器備品支出 
図書支出 
車輛支出 
電話加入権支出 
資産運用支出 
退職給与引当特定預金への繰入支出 
維持会施設拡充引当特定預金への繰入支出 
神楽坂新7・9号館建築引当特定預金への繰入支出 
その他の支出 
貸付金支払支出 
前期末未払金支払支出 
前期末預り金支払支出 
保証金支払支出 
予備費 
資金支出調整勘定 
期末未払金 
次年度繰越支払資金 

 
 

支　出　の　部　合　計 

１４，７５０，９３４ 
９，６４５，５０１ 
４，１４８，３２５ 
１００，７９２ 
６２９，７３４ 
２２６，５８２ 

１２，４３２，２１７ 
１，８３１，２０６ 
１，１４２，６３０ 
３７４，６０２ 
１３６，４２５ 
７５，７７５ 
２２３，１５３ 
３３３，３１４ 
３，８２２ 
１２，１３７ 
９１１，２５４ 
３７８，２１５ 

人　件　費 
教員人件費 
職員人件費 
役員報酬 
退職金 
退職給与引当金繰入額 
教育研究経費 
消耗品費 
光熱水費 
旅費交通費 
奨学費 
福利厚生費 
通信運搬費 
印刷費 
広告費 
会議費 
賃借料 
修繕費 

７６，２３９ 
２４３ 

１，２１４，１３４ 
４７３，１５４ 
６０４，７８３ 
３８３，８７８ 
４，２５７，２５３ 
１，６１７，９７８ 
４０，５０６ 
９４，１８９ 
４２，８８０ 
４２，４３４ 
２１，５６９ 
１４４，６５１ 
１７，９８０ 
１１９，５２４ 
３４，７４４ 
２４７，８９７ 

諸会費 
公租公課 
報酬・委託・手数料 
保守料 
資料費 
雑　費 
減価償却額 
管 理 経 費 
消耗品費 
光熱水費 
旅費交通費 
福利厚生費 
通信運搬費 
印刷費 
保険料 
広告費 
渉外・会議費 
賃借料 

９９，５０７ 
１１，７２８ 
５９，５５８ 
４１２，０６８ 
５５，９４１ 
１３，３２９ 
２０，０００ 
５１，６３９ 
８７，８３４ 
６０，３３０ 
６０，３３０ 
３００，０００ 

 
 

２９，１６１，４５９ 
２，８６４，３４４ 
３，４８８，１３８ 
６，３５２，４８２ 

修繕費 
諸会費 
公租公課 
報酬・委託・手数料 
保守料 
資料費 
公共施設寄付金 
雑　費 
減価償却額 
借入金等利息 
借入金利息 
予　備　費 
 
 
消 費 支 出 の 部 合 計 

当 年 度 消 費 支 出 超 過 額 
前年度繰越消費支出超過額 
翌年度繰越消費支出超過額 

２４，６８９，１１８ 
１６，１３４，４９５ 
２，５６９，６６０ 
１，５６０，４３８ 
４，４２４，５２５ 
１，６２５，２６５ 
１，５７６，２６５ 
９，０００ 
１６，０００ 
２４，０００ 
５６４，７５３ 

３２３，９００ 
２４０，８５３ 
４，４６０，０５２ 
４，０１９，０４４ 
４４１，００８ 
１１４，８８８ 
５，０００ 
２７，３２６ 
８２，５６２ 
５９５，２３０ 
５９５，２３０ 

３７１，６６０ 
３，０４３ 

３６８，６１７ 
８６３，２８２ 
２１，０００ 
６３９，６５０ 
２０２，６３２ 

 
３３，２８４，２４８ 
△  ６，９８７，１３３ 
２６，２９７，１１５ 
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【
理
学
部
第
一
部
】

◆
教
養
学
科

助
教
授
　
矢
崎
　
　
弥

（
や
さ
き
・
わ
た
る
）

①
筑
波
大
学
大
学
院
博
士
課
程

体
育
科
学
研
究
科
単
位
取
得
満

期
退
学
②
山
形
県
立
米
沢
女
子

短
期
大
学
健
康
栄
養
学
科
助
教

授
③
体
育
実
技
、
体
育
理
論
④

教
育
学
修
士

◆
教
養
学
科講

師
　
竹
尾
　
和
子

（
た
け
お
・
か
ず
こ
）

①
白
百
合
女
子
大
学
大
学
院
文

学
研
究
科
発
達
心
理
学
専
攻
博

士
課
程
単
位
取
得
退
学
②
非
常

勤
講
師
（
東
京
理
科
大
学
、
白

百
合
女
子
大
学
、
清
泉
女
子
大

学
等
）
等
③
教
育
心
理
学
、
学

習
・
発
達
論
④
博
士
（
心
理
学
）

◆
物
理
学
科講

師
　
松
下
　
恭
子

（
ま
つ
し
た
・
き
ょ
う
こ
）

①
東
京
大
学
大
学
院
理
学
研
究

科
天
文
学
専
攻
博
士
課
程
修
了

②
フ
ン
ボ
ル
ト
財
団
研
究
員
と

し
て
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ
ン
ク
研
究

所
所
属
③
天
体
物
理
学
、
計
算

物
理
学
な
ど
④
博
士
（
理
学
）

◆
数
理
情
報
科
学
科

教
授
　
佐
藤
　
洋
祐

（
さ
と
う
・
よ
う
す
け
）

①
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学
バ

ッ
フ
ァ
ロ
ー
校
大
学
院
数
学
専

攻
博
士
課
程
修
了
②
立
命
館
大

学
理
工
学
部
数
理
科
学
科
教
授

③
計
算
代
数
学
④Ph.D

【
理
学
部
第
二
部
】

◆
物
理
学
科

助
教
授
　
長
嶋
　
泰
之

（
な
が
し
ま
・
や
す
ゆ
き
）

①
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研

究
科
物
理
学
専
攻
博
士
課
程
中

途
退
学
②
文
部
省
在
外
派
遣
研

究
員
③
物
性
物
理
学
実
験
、
電

磁
気
学
他
④
博
士
（
理
学
）

◆
化
学
科

教
授
　
中
田
　
　
忠

（
な
か
た
・
た
だ
し
）

①
北
海
道
大
学
大
学
院
薬
学
研

究
科
修
士
課
程
修
了
②
理
化
学

研
究
所
有
機
合
成
化
学
研
究
室

主
任
研
究
員
③
有
機
化
学
２
、

有
機
化
学
実
験
他
④
薬
学
博
士

【
薬
学
部
】

◆
製
薬
学
科教

授
　
青
木
　
　
伸

（
あ
お
き
・
し
ん
）

①
東
京
大
学
大
学
院
薬
学
系
研

究
科
博
士
課
程
中
退
②
広
島
大

学
医
学
部
総
合
薬
学
科
助
教

授
、
同
大
学
大
学
院
医
歯
薬
学

総
合
研
究
科
薬
学
専
攻
助
教
授

（
併
任
）
③
基
礎
化
学
、
生
物

有
機
化
学
、
有
機
化
学
実
習
④

薬
学
博
士

【
工
学
部
第
一
部
】

◆
教
養

講
師
　
金
丸
　
芙
美

（
か
な
ま
る
・
ふ
み
）

①
東
北
大
学
大
学
院
国
際
文
化

研
究
科
博
士
後
期
課
程
言
語
機

能
論
専
攻
修
了
②
非
常
勤
講
師

（
宮
城
学
院
女
子
大
学
）
③
Ａ

英
語
、
Ｂ
英
語
、
英
語
セ
ミ
ナ

ー
④
博
士
（
国
際
文
化
）

◆
教
養

講
師
　
愼
　
　
蒼
健

（
し
ん
・
ち
ゃ
ん
ご
ん
）

①
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化

研
究
科
広
域
科
学
専
攻
相
関
基

礎
科
学
系
博
士
課
程
単
位
修
得

退
学
②
非
常
勤
講
師
（
千
葉
大

学
、
東
京
工
芸
大
学
）
③
科
学

史
・
科
学
論
、
技
術
論
１
・
２

他
④
修
士
（
理
学
）

◆
経
営
工
学
科

教
授
　
八
嶋
　
弘
幸

（
や
し
ま
・
ひ
ろ
ゆ
き
）

①
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
電
気
工
学
専
攻
博
士

課
程
修
了
②
埼
玉
大
学
工
学
部

情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
助
教
授

③
電
子
計
算
機
１
、
情
報
シ
ス

テ
ム
工
学
２
他
④
工
学
博
士

◆
機
械
工
学
科

講
師
　
石
川
　
　
仁

（
い
し
か
わ
・
ひ
と
し
）

①
北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研

究
科
機
械
工
学
専
攻
博
士
課
程

修
了
②
北
海
道
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
機
械
科
学
専
攻
助
手

③
熱
流
工
学
、
機
械
製
図
２
他

④
博
士
（
工
学
）

【
理
工
学
部
】

◆
教
養

講
師
　
川
野
　
明
正

（
か
わ
の
・
あ
き
ま
さ
）

①
東
京
都
立
大
学
大
学
院
人
文

科
学
研
究
科
中
国
文
学
専
攻
博

士
課
程
満
期
退
学
②
東
京
都
立

大
学
人
文
学
部
助
手
③
中
国
語

１
・
２
④
博
士
（
文
学
）

◆
教
養

講
師
　
野
井
　
真
吾

（
の
い
・
し
ん
ご
）

①
日
本
体
育
大
学
大
学
院
体
育

科
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修

了
②
非
常
勤
講
師
（
東
京
家
政

大
学
、
日
本
体
育
大
学
）
③
健

康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
④
博
士

（
体
育
科
学
）

◆
教
養

講
師
　
脇
坂
　
真
弥

（
わ
き
さ
か
・
ま
や
）

①
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究

科
宗
教
学
専
攻
博
士
後
期
課
程

満
期
退
学
②
非
常
勤
講
師
（
大

阪
外
国
語
大
学
、
京
都
府
立
大

学
、
関
西
大
学
）
③
倫
理
１
・

２
他
④
文
学
博
士

◆
数
学
科

講
師
　
青
木
　
宏
樹

（
あ
お
き
・
ひ
ろ
き
）

①
京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究

科
数
学
・
数
理
解
析
専
攻
博
士

課
程
修
了
②
京
都
大
学
数
理
解

析
研
究
所
教
務
補
佐
員
③
線
形

代
数
学
、
代
数
学
他
④
博
士

（
理
学
）

◆
情
報
科
学
科

教
授
　
明
石
　
重
男

（
あ
か
し
・
し
げ
お
）

①
東
京
工
業
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
情
報
科
学
専
攻
博
士

課
程
修
了
②
新
潟
大
学
理
学
部

数
学
科
教
授
③
計
画
数
学
他
④

理
学
博
士

◆
応
用
生
物
科
学
科

助
教
授
　
鎌
倉
　
高
志

（
か
ま
く
ら
・
た
か
し
）

①
東
京
大
学
大
学
院
農
学
系
研

究
科
農
芸
化
学
専
攻
博
士
課
程

中
途
退
学
②
理
化
学
研
究
所
化

学
遺
伝
学
研
究
室
先
任
研
究
員

③
微
生
物
学
他
④
農
学
博
士

◆
建
築
学
科講

師
　
大
宮
　
喜
文

（
お
お
み
や
・
よ
し
ふ
み
）

①
東
京
理
科
大
学
大
学
院
理
工

学
研
究
科
建
築
学
専
攻
博
士
後

期
課
程
修
了
②
独
立
行
政
法
人

建
築
研
究
所
防
火
研
究
グ
ル
ー

プ
主
任
研
究
員
③
建
築
防
災
概

論
、
建
築
一
般
構
造
他
④
博
士

（
工
学
）

【
基
礎
工
学
部
】

◆
材
料
工
学
科

講
師
　
古
江
　
広
和

（
ふ
る
え
・
ひ
ろ
か
ず
）

①
東
京
理
科
大
学
大
学
院
基
礎

工
学
研
究
科
材
料
工
学
専
攻
修

士
課
程
修
了
②
科
学
技
術
振
興

事
業
団E

R
A
T
O

横
山
液
晶

微
界
面
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
員

③
誘
電
体
材
料
、
材
料
基
礎
実

験
他
④
工
学
博
士

【
経
営
学
部
】

◆
経
営
学
科講

師
　
下
川
　
哲
矢

（
し
も
か
わ
・
て
つ
や
）

①
東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研

究
科
博
士
課
程
修
了
②
日
本
学

術
振
興
会
特
別
研
究
員
Ｐ
Ｄ
③

公
共
経
済
学
１
、
経
済
学
概
論

１
・
２
他
④
経
済
学
博
士

四
月
一
日
付
で
新
た
に
採
用

さ
れ
た
職
員
十
五
人
は
次
の
と

お
り
。

◇
神
楽
坂
校
舎

▼
周
年
記

念
事
業
事
務
室
・
正
木
舞
「
社

会
人
と
し
て
責
任
を
持
っ
た
行

動
を
心
掛
け
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
▼
総
務
課
・

三
宅
雅
晴
「
一
生
懸
命
が
ん
ば

り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
」
▼
経
理
課
・

坂
尾
久
美
子
「
好
奇
心
と
行

動
力
で
が
ん
ば
り
ま
す
！
」

▼
同
・
櫻
田
真
知
子
「
一
日
で

も
早
く
社
会
人
と
し
て
一
人
前

に
な
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま

す
」
▼
庶
務
課
・
鍛
裕
也
「
精

一
杯
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
」
▼
工
学

事
務
課
・
小
森
未
奈
子
「
学
生

の
こ
と
を
第
一
に
考
え
る
職
員

で
あ
り
た
い
で
す
」
▼
第
二
部

事
務
課
・
柳
岡
亮
「
初
心
を
忘

れ
ず
、
一
日
一
日
精
一
杯
が
ん

ば
り
ま
す
」
▼
研
究
協
力
一

課
・
是
澤
美
樹
「
今
の
新
鮮
な

気
持
ち
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
ず

が
ん
ば
り
ま
す
」
▼
事
務
シ
ス

テ
ム
課
・
西
谷
憲
二
「
責
任
を

自
覚
し
、
一
日
一
日
を
大
切
に

精
一
杯
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
」

◇
野
田
校
舎

▼
庶
務
課
・

松
本
光
代
「
明
る
く
元
気
に
が

ん
ば
り
ま
す
」
▼
薬
学
事
務

課
・
川
澄
摩
弓
「
先
生
や
先
輩
、

学
生
さ
ん
す
べ
て
の
方
達
か
ら

信
頼
さ
れ
る
人
に
な
り
た
い
で

す
」
▼
理
工
学
事
務
課
・
大
澤

朝
子
「
少
し
で
も
早
く
新
し
い

環
境
に
慣
れ
る
よ
う
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
す
」
▼
基
礎
工

学
事
務
課
・
春
原
美
穂
「
先
輩

方
か
ら
学
び
、
日
々
精
進
し
て

い
き
た
い
で
す
」
▼
学
生
課
・

高
橋
由
江
「
毎
日
が
仕
事
を
学

ぶ
チ
ャ
ン
ス
、
精
一
杯
力
を
尽

く
し
た
い
で
す
」
▼
就
職
二

課
・
甚
田
み
か
「
一
日
一
日
を

大
切
に
、
先
輩
方
か
ら
学
び
、

経
験
と
知
識
を
増
し
て
い
き
た

い
で
す
」

小石眞純先生

田中公二先生

御子柴修先生

３
先
生
に
名
誉
教
授
称
号 

３
先
生
に
名
誉
教
授
称
号 

新
任
教
員
　

20
氏
紹
介 
新
任
教
員
　

20
氏
紹
介 

長
年
に
わ
た
り
本
学
の
教

育
・
研
究
、
事
務
に
尽
力
さ
れ
た

十
七
氏
が
三
月
三
十
一
日
付
で

定
年
を
迎
え
ら
れ
た
。（
敬
称
略
）

【
理
学
部
第
一
部
】
池
垣
功
一

▽
宮
原
靖
▽
長
坂
啓
吾
▽
大
坂

俊
雄

【
理
学
部
第
二
部
】
小
島
日
出
夫

【
工
学
部
第
一
部
】
分
島
郁
子

【
工
学
部
第
二
部
】
大
江
修
造

【
理
工
学
部
】
金
場
昭
範
▽
橋

本
一
範
▽
正
田
英
介

【
経
営
学
部
】
山
田
恒
夫

【
山
口
東
京
理
科
大
学
】
栗
林

勝
利

【
事
務
局
】
長
嶺
由
貴
恵
（
総

務
課
郵
便
室
）
▽
須
藤
勝
正

（
工
学
事
務
課
機
械
工
作
工
場
）

▽
藤
枝
庫
之
助
（
理
工
学
事
務

課
機
械
工
作
工
場
）
▽
吉
田
ス

ミ
（
長
万
部
校
舎
事
務
部
）
▽

天
野
勝
範
（
山
口
就
職
課
）

17
氏
が
定
年
を
お
迎
え 

新
任
職
員
　

15
氏 

そ
れ
ぞ
れ
ひ
と
こ
と 

◇
平
成
14
年
11
月
14
日
付

小
石
　
眞
純
　
70
歳

元
基
礎
工
学
部
教
授

東
京
都
立
大
学
卒
業

昭
和
三
十
七
年
に
着
任
以

来
、
三
十
六
年
間
に
わ
た
り
在

職
さ
れ
た
。
基
礎
工
学
部
教
養

部
長
な
ど
多
く
の
役
職
を
歴

任
。
研
究
分
野
は
応
用
界
面
化

学
、
粉
体
工
学
で
あ
る
。

＊

◇
平
成
15
年
１
月
16
日
付

田
中
　
公
二
　
80
歳

元
理
学
部
第
二
部
教
授

東
北
帝
国
大
学
理
学
部

化
学
教
室
卒
業

昭
和
二
十
七
年
に
着
任
以

来
、
三
十
五
年
間
に
わ
た
り
在

職
さ
れ
た
。
専
門
分
野
は
高
分

子
物
性
論
で
、
特
に
高
分
子
固

体
分
子
運
動
論
で
あ
る
。

御
子
柴
　
修
　
71
歳

元
理
工
学
部
教
授

東
京
教
育
大
学
大
学
院

博
士
課
程
満
期
退
学

昭
和
四
十
三
年
に
着
任
以

来
、
二
十
九
年
間
に
わ
た
り
在

職
さ
れ
た
。
専
門
分
野
は
原
子

核
物
理
学
の
理
論
研
究
で
、
主

に
原
子
核
構
造
が
関
連
す
る
研

究
を
さ
れ
た
。

平
成
十
四
年
度
小
玉
記
念
科

学
賞
授
与
式
が
三
月
二
十
日
、

学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式
終

了
後
の
日
本
武
道
館
で
行
わ

れ
、
各
受
賞
者
の
名
前
が
彫
り

こ
ま
れ
た
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス

の
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
受
賞
者
た
ち

に
贈
呈
さ
れ
た
。

同
賞
は
、
(財)
科
学
技
術
振
興

会
（
小
玉
財
団
）
が
、
優
秀
な

成
績
を
修
め
た
者
に
贈
る
賞

で
、
八
学
部
三
十
三
学
科
と
大

学
院
修
士
課
程
二
十
五
専
攻
の

卒
業
生
・
修
了
生
の
う
ち
、
各

学
科
・
専
攻
の
推
薦
を
受
け
た

計
五
十
八
人
に
授
与
さ
れ
る
も

の
。
本
年
度
の
受
賞
者
は
次
の

と
お
り
。

◇
学
部
【
理
一
】
数
学
・
佐

藤
健
悟
／
物
理
・
寺
c
康
介
／

化
学
・
田
中
一
暢
／
応
数
・
太

田
隼
人
／
応
物
・
長
島
章
浩
／

応
化
・
横
山
隆
文
【
理
二
】
数

学
・
高
原
佳
奈
／
物
理
・
野
亦

厚
史
／
化
学
・
池
田
良
【
薬
学
】

薬
学
・
田
中
美
保
／
製
薬
・
泊

賢
太
郎
【
工
一
】
建
築
・
長
谷

川
は
る
香
／
工
化
・
今
國
朗
／

電
気
・
千
坂
光
陽
／
経
営
・
永

井
真
代
／
機
械
・
山
田
敦
宏

【
工
二
】
建
築
・
平
田
博
子
／

電
気
・
青
木
孝
之
／
経
営
・
野

中
周
一
【
理
工
】
数
学
・
水
上

知
哉
／
物
理
・
加
藤
剛
／
情

報
・
大
塚
渉
／
応
生
・
小
暮
祥

子
／
建
築
・
辻
埜
真
人
／
工

化
・
古
谷
昌
大
／
電
気
・
神
山

貴
行
／
経
営
・
安
達
一
貴
／
機

械
・
増
子
陽
一
／
土
木
・
永
原

裕
章
【
基
礎
】
電
子
・
長
谷
川

啓
行
／
材
料
・
天
谷
康
孝
／
生

物
・
小
中
原
収
【
経
営
】
品
田

芳
江◇

大
学
院
修
士
課
程
【
理
】

数
学
・
吉
田
一
博
／
物
理
・
中

西
伸
登
／
化
学
・
秋
山
憲
信
／

理
数
教
・
塚
本
浩
司
【
薬
】
小

林
隆
信
【
工
】
建
築
・
横
江
貴

志
／
工
化
・
白
井
正
記
／
電

気
・
安
田
隆
哉
／
経
営
・
今
市

仁
美
／
機
械
・
宮
武
正
明
【
理

工
】
数
学
・
野
本
高
靖
／
物

理
・
宮
春
隆
文
／
情
報
・
宮
下

真
行
／
応
生
・
豊
本
次
理
／
建

松
林
出

い
ず
るさ
ん
（
理
研
化
学
専

攻
・
博
士
三
年
）
が
平
成
十
五

年
度
笹
川
科
学
研
究
助
成
金
の

交
付
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
研
究
助
成
は
、
(財)
日
本

科
学
協
会
が
、
二
十
一
世
紀
を

迎
え
質
の
高
い
社
会
の
実
現
の

築
・
織
裳
慎
一
郎
／
工
化
・
柴

田
裕
史
／
電
気
・
二
木
尚
／
経

営
・
磯
貝
智
崇
／
機
械
・
田
中

志
穂
／
土
木
・
九
十
九
圭
【
基

た
め
に
萌
芽
性
、
新
規
性
及
び

独
創
性
の
あ
る
研
究
を
奨
励

し
、
優
れ
た
若
手
研
究
者
の
育

成
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
授
与
式
は
四
月
二
十
五
日
、

新
宿
区
の
ホ
テ
ル
海
洋
で
行
わ

れ
る
。

礎
】
電
子
・
神
戸
祐
一
／
材

料
・
大
槻
円
／
生
物
・
古
宮
裕

子
【
経
営
】
小
倉
慎
二
【
生
命
】

小
峯
起

小
玉
記
念
科
学
賞 

平
成
14
年
度
　

58
人
が
受
賞 

理
研
化
学
専
攻
の
松
林
出
さ
ん
に 

今
年
度
の
笹
川
科
学
研
究
助
成
金 

東
京
理
科
大
学
は
、
永
年
に
わ
た
り
本
学
の
教
育
・
研
究
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
、
多
く
の

功
績
を
挙
げ
ら
れ
た
三
人
の
先
生
に
、
名
誉
教
授
の
称
号
を
授
与
し
た
。
授
与
式
は
、
昨
年

十
二
月
十
二
日
と
一
月
三
十
一
日
の
両
日
、
神
楽
坂
校
舎
１
号
館
の
特
別
会
議
室
で
、
岡
村

学
長
を
は
じ
め
関
係
学
部
長
ら
列
席
の
も
と
行
わ
れ
、
学
長
か
ら
証
書
が
手
渡
さ
れ
た
。

①
最
終
学
歴
　
②
前
　
歴

③
担
当
科
目
　
④
学
　
位
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陽
春
の
光
と
共
に
、
本
年
も

学
部
新
入
生
四
千
百
四
十
九

人
、
大
学
院
等
新
入
生
千
三
百

九
人
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、

ご
父
母
な
ら
び
に
関
係
各
位
に

対
し
、
お
祝
い
と
感
謝
を
申
し

あ
げ
ま
す
。

本
学
で
は
数
年
来
、
教
育
研

究
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
し
た
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

こ
の
四
月
に
薬
学
部
を
野
田
地

区
に
全
面
移
転
・
再
構
築
を
断

行
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
い

た
る
経
緯
を
若
干
ご
説
明
し
、

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

平
成
十
二
年
に
将
来
検
討
委

員
会
が
発
足
し
、
そ
の
中
で
本

学
八
学
部
三
十
三
学
科
と
研
究

所
に
お
け
る
教
育
研
究
を
い
か

に
活
性
さ
せ
て
い
く
か
が
議
論

さ
れ
、
神
楽
坂
地
区
の
研
究
教

育
環
境
の
急
速
な
改
善
が
本
学

の
二
十
一
世
紀
を
左
右
す
る
こ

と
、
ポ
ス
ト
ゲ
ノ
ム
を
に
ら
ん

だ
薬
学
部
の
再
生
と
六
年
制
に

向
け
た
医
療
薬
学
教
育
の
充
実

な
ら
び
に
生
命
科
学
分
野
の
更

な
る
充
実
が
、
本
学
の
生
命
線

と
位
置
付
け
ら
れ
る
こ
と
で
衆

議
一
致
い
た
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
本
学
の
更
な
る
発
展
は
、

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
重
点
化

と
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
を
持
っ
た

薬
学
部
の
構
築
で
あ
る
と
の
結

論
に
至
り
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
応
用
生
物
科
学
科
、
生
物

工
学
科
お
よ
び
生
命
科
学
研
究

所
と
の
有
機
的
連
携
を
持
っ
た

薬
学
部
を
野
田
地
区
に
展
開
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
薬
学
部
再
構
築

専
門
委
員
会
が
招
集
さ
れ
、
新

生
薬
学
部
の
コ
ン
セ
プ
ト
が
検

討
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
心
思

想
は
、
フ
ァ
ー
マ
コ
イ
ン
フ
ォ

ー
マ
テ
ィ
ッ
ク
ス
（
総
合
薬
学

情
報
科
学
）
で
あ
る
と
い
え
ま

す（
左
ペ
ー
ジ
図
参
照
）。
二
十

一
世
紀
の
新
し
い
創
薬
＝
ゲ
ノ

ム
創
薬
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
新

し
い
創
薬
タ
ー
ゲ
ッ
ト
分
子
の

探
索
、
そ
の
設
計
（
デ
ザ
イ
ン
）

と
合
成
手
法
の
開
発
に
あ
り
ま

す
。
同
時
に
、
薬
理
、
生
理
、

病
理
、
植
物
動
態
な
ら
び
に
予

防
・
衛
生
な
ど
の
学
問
分
野
と

の
連
携
、
上
記
ラ
イ
フ
サ
イ
エ

ン
ス
関
係
部
門
と
の
研
究
・
教

育
で
の
協
調
が
、
野
田
地
区
に

お
い
て
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

さ
ら
に
、
厚
生
労
働
省
が
主

導
し
て
い
る
六
年
制
医
療
薬
学

教
育
に
充
分
な
施
設
設
備
を
確

保
し
ま
し
た
。
ゲ
ノ
ム
創
薬
研

究
セ
ン
タ
ー
と
医
療
薬
学
教
育

研
究
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
創

薬
情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
、
Ｄ
Ｄ

Ｓ（
ド
ラ
ッ
グ
・
デ
リ
バ
リ
ー
・

シ
ス
テ
ム
）
研
究
セ
ン
タ
ー
、

予
防
衛
生
科
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、

分
析
セ
ン
タ
ー
な
ど
、
研
究
室

を
横
断
し
た
セ
ン
タ
ー
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
薬
学
部
の
野

田
地
区
へ
の
移
転
を
契
機
に
、

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
分
野
が

東
京
理
科
大
学
の
未
来
に
明
る

い
光
を
投
げ
か
け
て
く
れ
る
こ

と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。
薬

学
部
四
年
生
に
は
、
移
転
に
関

し
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

野
田
地
区
で
は
、
す
で
に
森

戸
記
念
体
育
館
が
オ
ー
プ
ン

し
、
学
生
の
課
外
活
動
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
講
義

棟
も
今
秋
に
は
竣
工
し
、
よ
り

快
適
な
教
育
環
境
が
整
え
ら
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
神
楽
坂
地
区

に
お
い
て
も
、
森
戸
記
念
館
が

完
成
し
、
漸
く
本
格
的
な
再
開

発
に
着
手
で
き
る
時
期
を
迎
え

て
お
り
ま
す
。
都
心
に
お
い

て
、
社
会
と
の
接
点
を
積
極
的

に
生
か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う

に
教
育
・
研
究
を
進
め
て
い
く

の
か
、
今
後
充
分
に
検
討
し
て

い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。

2003年（平成15年） ４月25日（金）（ 4 ）

理
事
長
　
塚
本
　
桓
世 

スタート 新生 新生　薬学部 

キ
ャ
ン
パ
ス
再
構
築
プ
ラ
ン
の
一
つ
で

あ
る
新
生
薬
学
部
が
、
い
よ
い
よ
今
年
四

月
に
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
誕
生
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、

理
工
学
部
と
基
礎
工
学
部
、
さ
ら
に
生
命

科
学
研
究
所
、
ゲ
ノ
ム
創
薬
研
究
セ
ン
タ

ー
、
計
算
科
学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど
数

多
く
の
研
究
施
設
が
集
積
す
る
、
一
大
リ

サ
ー
チ
パ
ー
ク
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

テープカットする左から中園㈱松田平田設計代
表取締役社長、鈴木学長補佐、塚本理事長、根
本野田市長、今井清水建設㈱代表取締役副社長

メ
イ
ン
２
棟
の
間
の
学
生
ホ
ー
ル
と
広
場

ガ
ラ
ス
張
り
の
学
生
食
堂
の
前
に
は
水
面
が
広
が
る

広々と明るい実験室 500人収容の大教室 最新設備の実験室
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平
成
十
四
年
度
東
京
理
科
大

学
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式

未来を拓く 

東京理科大学－ルイ・パストゥール大学 シンポジウム2003

本学と仏ルイ・パストゥール大学との12年に
わたる学術交流を記念し、また更なる交流拡大
を期してシンポジウムを開催いたします。本シ
ンポジウムにはルイ・パストゥール大学より副
学長を含め８名の第一線の研究者が来学し、本
学の気鋭の研究者および若手研究者との活発な
学術交流を展開します。本学教職員、学生の積
極的な参加をお待ちしています。 
◎期　日：６月５日（木）、６日（金）９時～１８時 
◎会　場：森戸記念館（飯田橋駅より徒歩７分） 
◎主　題：Materials and Life Sciences（物質と生命の科学） 
◎副　題：Synthetic Chemistry for Life Science / Functional 

Materials / Understanding of Molecular Behavior in 
Living Cells / Cognition and Human Disease 

◎講演者：ルイ・パストゥール大学８名／本学10名／本学若
手研究者４名 

＊講演題目等詳細は本学HP（http://www.tus.ac.jp/news）参照 

Tokyo University of Science

Université Louis Pasteur
Symposium 2003

東京理科大学と外国の大学等との学術交流委員会 

今
夏『
下
浦
文
庫
』本
学
で
公
開 

平成１４年度卒業・修了生数一覧 平成１５年 
３月２０日 （ ） 

学部 学　　科 

学　部　合　計 

卒業 
生数 

研究科 専　　攻 

研　究　科　合　計 

博士 修士 

専　　攻 

専　攻　科　合　計 

修了生数 

数 学 科  
物 理 学 科  
化 学 科  
応 用 数 学 科  
応用物理学科 
応 用 化 学 科  

計 
数 学 科  
物 理 学 科  
化 学 科  

計 
薬 学 科  
製 薬 学 科  

計 
建 築 学 科  
工 業 化 学 科  
電 気 工 学 科  
経 営 工 学 科  
機 械 工 学 科  

計 
建 築 学 科  
電 気 工 学 科  
経 営 工 学 科  

計 
数 学 科  
物 理 学 科  
情 報 科 学 科  
応用生物科学科 
建 築 学 科  
工 業 化 学 科  
電 気 工 学 科  
経 営 工 学 科  
機 械 工 学 科  
土 木 工 学 科  

計 
電子応用工学科 
材 料 工 学 科  
生 物 工 学 科  

計 
経 営 学 科  

計 

１２４ 
１１９ 
１３８ 
１３５ 
１２９ 
１２６ 
７７１ 
１６３ 
 １１３ 
１９５ 
４７１ 
７７ 
１０２ 
１７９ 

 　　１１１ 
９５ 
１０９ 
７９ 
９８ 
４９２ 
８０ 
８２ 
７０ 
２３２ 
１１１ 
１３７ 
９６ 
１０１ 
１３０ 
１３０ 
１６６ 
１３４ 
１３８ 
１２２ 
１，２６５ 
９９ 
８８ 
９１ 
２７８ 
２１９ 
２１９ 

 ３，９０７ 

理
　
　
一 

理
　

二 

薬
学 

工
　

二 

経
営 

基
礎
工 

理
　
　
　
　
工 

工
　
一 

数 学 専 攻  
物 理 学 専 攻  
化 学 専 攻  
理 数 教 育 専 攻  

計 
薬 学 専 攻  

計 
建 築 学 専 攻  
工 業 化 学 専 攻  
電 気 工 学 専 攻  
経 営 工 学 専 攻  
機 械 工 学 専 攻  

計 
数 学 専 攻  
物 理 学 専 攻  
情 報 科 学 専 攻  
応用生物科学専攻 
建 築 学 専 攻  
工 業 化 学 専 攻  
電 気 工 学 専 攻  
経 営 工 学 専 攻  
機 械 工 学 専 攻  
土 木 工 学 専 攻  

計 
電子応用工学専攻 
材 料 工 学 専 攻  
生 物 工 学 専 攻  

計 
経 営 学 専 攻  

計 
生 命 科 学 専 攻  

計 

２ 
◎　  7 
３ 
－ 

◎  １２
０ 
０ 
１ 
１ 
１ 
０ 
１ 
４ 
０ 
０ 
１ 
６ 
２ 
３ 
０ 
３ 
０ 
１ 
１６ 
２ 
２ 

◎　  ３ 
◎　  ７ 

 
 
１ 
１ 
４０ 

２５ 
５４ 
７７ 
１９ 
１７５ 
４６ 
４６ 
３９ 
４６ 
５５ 
２２ 
４１ 
２０３ 
８ 
３６ 
３７ 
４５ 
５７ 
６８ 
６８ 
３３ 
４７ 
２９ 
４２８ 
３７ 
４３ 
４６ 
１２６ 
１６ 
１６ 
２０ 
２０ 

１，０１４ 

理
　
研 

薬
研 

経
営
研 

生
命
研 

工
　
　
研 

理
　
　
工
　
　
研 

基
礎
工
研 

数 学 専 攻  
物 理 学 専 攻  
化 学 専 攻  

２６ 
２ 
３ 
３１ 

専
攻
科 

学 部  
修 士  
博 士  
専 攻 科  
合 計  

３，９０７ 
１，０１４ 

◎　　　４０ 
３１ 

◎　４，９９２ ◎平成１４年９月３０日付修了生含む。 

和算史の貴重な資料集成 

と
し
た
「
近
代
科
学
資
料
館
セ
ミ
ナ
ー
」

の
開
講
を
予
定
し
て
い
る
。

（
８
面
公
開
講
座
表
参
照
）

和
算
史
の
研
究
で
貴
重
な
資
料
を
集

め
た
『
下
浦
文
庫
』
が
、
近
く
本
学
近

代
科
学
資
料
館
で
展
示
公
開
さ
れ
る
。

『
下
浦
文
庫
』
は
、
関
西
を
拠
点
に

活
躍
し
た
和
算
史
の
研
究
者
・
故
下
浦

康
邦
氏
（
一
九
五
八
〜
二
〇
〇
〇
）
が

蒐
集
し
た
資
料
を
平
成
十
四
年
に
一
括

し
て
本
学
が
購
入
し
た
も
の
で
、
近
代

科
学
資
料
館
が
所
蔵
し
て
い
る
。
下
浦

文
庫
の
特
徴
は
、
吉
田
光
由
の
『
塵
刧

記
』
、
斎
藤
尚
善
が
残
し
た
写
本
類
の

碧
山
遺
書
、
剣
持
章
行
の
自
筆
草
稿
類

な
ど
の
存
在
に
あ
り
、
和
算
史
研
究
家

等
の
間
で
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。
近

代
科
学
資
料
館
で
は
、
本
年
夏
の
公
開

を
め
ざ
し
て
現
在
整
理
作
業
を
行
っ
て

い
る
。

＊

な
お
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、

七
月
五
日
（
土
）に
本
文
庫
を
テ
ー
マ

晴
れ
て
４
９
９
２
人 

平
成
14
年
度
学
位
記
・
修
了
証
書
授
与
式 

が
、
三
月
二
十
日
午
後
十
三
時

か
ら
、
東
京
千
代
田
区
の
日
本

武
道
館
で
行
わ
れ
た
。
こ
の

日
、
学
部
、
大
学
院
、
専
攻
科

あ
わ
せ
て
四
千
九
百
九
十
二
人

が
巣
立
っ
た
。

本
学
管
弦
楽
団
に
よ
る
記
念

演
奏
が
鳴
り
響
き
、
荘
厳
な
雰

囲
気
の
中
、
開
式
と
な
っ
た
。

岡
村
学
長
か
ら
大
学
院
生
に
修

了
証
書
が
、
ま
た
各
学
部
長
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
代
表
者
に

学
位
記
が
授
与
さ
れ
、
み
な
誇

ら
し
げ
な
表
情
で
受
け
取
っ
て

い
た
。

岡
村
学
長
か
ら
「
知
の
時
代

と
も
呼
ば
れ
る
二
十
一
世
紀
を

背
負
う
皆
さ
ん
、
社
会
や
科
学

技
術
の
一
大
転
換
期
に
直
面
し

て
い
る
時
代
に
あ
っ
て
、
明
日

へ
の
夢
と
希
望
を
持
ち
続
け
、

し
な
や
か
に
し
か
も
た
く
ま
し

く
み
ず
か
ら
の
道
を
求
め
て
下

さ
い
」
と
祝
福
の
言
葉
が
贈
ら

れ
た
。
最
後
に
全
員
で
校
歌
を

斉
唱
し
、
閉
式
と
な
っ
た
。

PharmacoinformaticsPharmacoinformatics

ChemoinformaticsChemoinformatics

医療薬学教育研究センター 

医療薬学教育研究部門 

薬剤師養成教育 

（臨床）医療薬学（法律） 

BioinformaticsBioinformatics

有機合成 

ゲノム創薬 

再生医学 

発生工学 

生体材料 

テーラーメイド医療 

天然物薬品 

製　剤 

ドラッグデリバリー 
システム 

薬　理 

放射化学 

生物物理 

生薬・漢方 

薬草園 

免　疫 

脳・老化 

微生物・生物製剤 

環境科学 

衛生化学 

公衆衛生 

予防医学 

生化学 

実験動物舎 

薬物動態 病態・難病 

感染症 

病院実習 調剤薬局実習 

薬に関する総合情報学 
（ゲノム・プロテオーム・解析・設計） 

分析科学センター 

創薬情報科学 
センター 

生命科学研究所 

ゲノム創薬研究 
センター 

PharmacoinformaticsPharmacoinformatics
薬に関する総合情報学 

1 2

3 4

生命・医療 

生命科学 

医療科学 環境・衛生科学 
（健康科学） 

創薬科学 

江戸時代の著名な数学者・関孝和の『括要算法』。出版された関の著書は
『発微算法』と本書のみで、その主な業績の集成である＝『下浦文庫』から

笑
顔
満
開
‥
‥
巣
立
ち
の
春

最
先
端
の
研
究
開
発
を
待
つ
15
号
館
（
研
究
棟
）
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二
月
八
日（
土
）、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
液
晶
材
料
と
液
晶
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
」
が
内
外
の
産
官
学

所
属
の
研
究
者
・
技
術
者
七
十

人
の
出
席
者
を
得
て
、
山
口
東

京
理
科
大
学
で
開
催
さ
れ
た
。

前
日
の
七
日（
金
）に
は
日
本
学

術
振
興
会
未
来
開
拓
学
術
推
進

事
業
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
超
高

速
応
答
・
超
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
比

フ
ル
カ
ラ
ー
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
」（
Ｒ
Ｆ
Ｔ
Ｆ
９
８
Ｒ
１
４

２
０
１
）
の
最
終
年
度
報
告
会

が
行
わ
れ
た
。

い
ず
れ
も
主
催
は
山
口
東
京

理
科
大
学
液
晶
研
究
所
お
よ
び

日
本
学
術
振
興
会
「
情
報
科
学

用
有
機
材
料
第
１
４
２
委
員
会

新
入
生
の
皆
さ
ん
、
入
学
お

め
で
と
う
。
皆
さ
ん
の
輝
か
し

い
前
途
を
祝
福
し
、
こ
れ
か
ら

の
大
学
生
活
が
稔
り
多
い
も
の

と
な
る
よ
う
祈
り
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
の

日
々
の
学
修
や
生
活
の
な
か
の

地
道
な
努
力
や
鍛
練
か
ら
、
学

問
上
も
、
人
間
と
し
て
も
多
く

の
こ
と
を
学
び
、
そ
こ
か
ら

「
心
か
ら
の
素
晴
ら
し
い
感
動
」

を
経
験
す
る
で
し
ょ
う
。
常
に

目
標
を
高
く
掲
げ
、
情
熱
と
夢

を
持
ち
続
け
、
何
時
で
も
「
チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
」
を
忘
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

現
代
社
会
は
、
非
常
に
高
度

化
・
複
雑
化
し
、
与
え
ら
れ
た

課
題
を
解
決
す
る
能
力
を
持
ち

合
わ
せ
る
だ
け
で
は
十
分
と
は

言
え
な
い
厳
し
い
時
代
を
迎
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
努
力
に

裏
打
ち
さ
れ
た
心
か
ら
の
感
動

と
、
困
難
に
果
敢
に
挑
む
前
向

き
な
姿
勢
か
ら
、
ど
の
よ
う
な

状
況
下
で
も
通
用
す
る
真
の
実

力
や
成
果
が
生
ま
れ
る
と
信
じ

ま
す
。
ま
た
、
視
野
を
広
く
社

会
に
向
け
て
、
専
門
の
知
識
や

技
術
だ
け
で
は
な
く
、
我
が
国

の
文
化
や
歴
史
に
も
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。大

学
は
単
に
一
定
の
年
限
の

間
、
専
門
の
学
問
を
修
め
る
と

こ
ろ
で
は
な
く
、
幅
広
く
多
く

の
こ
と
に
興
味
や
関
心
を
深

め
、
生
涯
学
び
続
け
る
素
地
を

作
る
場
で
も
あ
る
の
で
す
。

在
学
生
、
教
職
員
、
そ
し
て

今
日
か
ら
本
学
の
一
員
と
な
っ

た
皆
さ
ん
が
一
丸
と
な
っ
て
、

こ
の
山
口
東
京
理
科
大
学
を
、

日
本
全
国
に
、
そ
し
て
世
界
に

発
信
し
て
ゆ
く
こ
と
の
で
き
る

大
学
に
育
て
あ
げ
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

四
月
一
日
、
山
口
東
京
理
科

大
学
大
学
院
基
礎
工
学
研
究
科

に
博
士
後
期
課
程
が
設
置
さ

れ
、
三
人
の
新
入
学
生
と
と
も

に
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

博
士
後
期
課
程
の
開
設
は
、
修

士
課
程
の
実
績
を
踏
ま
え
、
よ

り
高
度
な
専
門
的
知
識
・
能
力

を
持
っ
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
を
養
成

し
、
本
学
に
お
け
る
教
育
研
究

の
高
度
化
を
は
か
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
る
。

平
成
十
四
年
度
の
学
位
記
授

与
式
が
三
月
十
八
日
、
本
学
五

二
〇
一
教
室
で
開
催
さ
れ
、
基

礎
工
学
部
電
子
基
礎
工
学
科
九

十
五
人
、
素
材
基
礎
工
学
科
五

十
八
人
、
計
百
五
十
三
人
、
大

学
院
基
礎
工
学
研
究
科
十
四
人

が
学
位
記
を
授
与
さ
れ
、
新
た

な
世
界
へ
と
旅
立
っ
て
い
っ

た
。
平
成
七
年
の
開
学
以
来
、

今
回
で
学
部
は
第
五
期
生
、
大

学
院
は
第
三
期
生
を
送
り
出
し

た
。式

辞
の
中
で
明
畠
高
司
学
長

は
、
山
口
県
が
生
ん
だ
吉
田
松

陰
な
ど
「
松
下
村
塾
」
の
志
士

た
ち
を
例
に
挙
げ
「
志
高
く
、

夢
を
も
っ
て
新
し
い
時
代
を
創

造
す
る
た
め
に
、
挑
戦
を
続
け

て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
卒
業
生

を
祝
福
し
た
。
本
学
の
卒
業
式

で
は
、
開
学
以
来
ス
ク
リ
ー
ン

に
卒
業
生
・
修
了
生
の
名
前
を

一
人
一
人
映
写
し
ア
ナ
ウ
ン
ス

し
て
い
る
が
、
自
分
の
名
前
が

映
し
出
さ
れ
る
の
を
食
い
入
る

よ
う
に
見
つ
め
る
学
生
の
姿
が

見
ら
れ
、
中
に
は
写
真
に
収
め

よ
う
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
父

母
の
方
も
い
た
。

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
ご

父
母
、
自
治
体
関
係
者
な
ど
も

含
め
て
約
三
百
五
十
人
が
出
席

し
、
新
た
な
門
出
を
祝
っ
た
。

本
学
で
は
本
年
度
か
ら
、
東

京
理
科
大
学
と
の
間
で
特
別
編

入
学
制
度
を
設
け
た
が
、
選
考

の
結
果
、
こ
の
ほ
ど
六
人
が
合

格
し
、
四
月
か
ら
東
京
理
科
大

学
の
各
学
部
で
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
き
っ
た
。

こ
の
特
別
編
入
学
制
度
は
、

本
学
と
東
京
理
科
大
学
と
の
連

携
を
強
化
し
、
本
学
基
礎
工
学

部
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
ま
で

と
は
異
な
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
と
希
望
す

る
学
生
に
対
し
て
設
け
ら
れ
た

も
の
で
あ
る
。

2003年（平成15年） ４月25日（金）（ 6 ）

山
口
東
京
理
科
大
学 
山
口
東
京
理
科
大
学 
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日々の努力による「心からの感動」から 
素晴らしい成果が生まれる 

70
人
が
出
席
、活
発
に
意
見
交
換 

Ａ
部
会
（
液
晶
）
第
九
十
一
回

定
例
研
究
会
）
、
そ
し
て
共

催
・
協
賛
は
(財)
科
学
技
術
振
興

協
会
情
報
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
技
術

研
究
委
員
会
お
よ
び
(財)
中
国
技

術
振
興
セ
ン
タ
ー
（
広
島
）
。

本
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研

究
に
よ
り
、
高
分
子
安
定
Ｖ
字

形
強
誘
電
性
液
晶
デ
ィ
ス
プ
レ

イ
で
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
比
７
０

０：

１
が
得
ら
れ
た
。
そ
し
て

色
順
次
方
式
の
フ
ル
カ
ラ
ー
液

晶
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
デ
モ
が
行

わ
れ
た
。
両
日
を
通
し
て
口
頭

新
入
生
の
皆
さ
ん
へ 

土
谷
　
敏
雄 

学
　
長 

平
成
十
五
年
度
山
口
東
京
理
科
大
学
入
学
式
が
、
四
月
十
日（
木
）午

前
十
時
三
十
分
か
ら
小
野
田
市
民
館
文
化
ホ
ー
ル
で
挙
行
さ
れ
た
。
本

年
度
の
新
入
生
は
学
部
二
百
十
八
人
（
う
ち
編
入
生
四
人
）、
大
学
院
修

士
課
程
八
人
の
ほ
か
、
新
た
に
本
年
度
開
設
の
大
学
院
博
士
後
期
課
程

三
人
を
加
え
、
開
学
以
来
最
高
と
な
る
二
百
二
十
九
人
を
迎
え
た
。

平
成
14
年
度
　

学
位
記
授
与
式 

博
士
後
期
課
程
　

新
設 

大
学
院
基
礎 

工
学
研
究
科 

教
育
研
究
の
内
容
は
「
量
子

材
料
分
野
」「
電
子
機
能
材
料

分
野
」
及
び
「
有
機
機
能
材
料

分
野
」
の
三
分
野
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。

本
学
物
質
・
環
境
工
学
科
の

「
応
用
化
学
コ
ー
ス
」
が
、
Ｊ

Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
（
日
本
技
術
者
教
育

認
定
機
構
）
か
ら
認
定
を
受
け

た
。
こ
れ
は
、
高
等
教
育
機
関

の
教
育
に
つ
い
て
審
査
認
定
す

る
「
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
」
が
、
書
類

及
び
実
地
審
査
（
昨
年
十
一
月
）

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
認
定
に
合
格 

物
質
・
環
境
工
学
科
応
用
化
学
コ
ー
ス 

を
行
っ
た
結
果
、
国
際
的
に
通

用
す
る
教
育
を
行
っ
て
い
る
と

認
め
た
も
の
で
あ
る
。

審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
応
用

化
学
に
関
す
る
教
育
の
み
な
ら

ず
、
技
術
者
倫
理
や
外
国
語
、

さ
ら
に
は
財
源
や
施
設
設
備
な

ど
、
大
学
全
般
が
広
く
審
査
対

象
と
な
る
こ
と
か
ら
、
電
子
・

情
報
工
学
科
や
一
般
基
礎
の
教

員
、
さ
ら
に
は
事
務
職
員
も
含

め
、
全
学
を
あ
げ
て
対
応
し

た
。今

回
認
定
さ
れ
た
「
応
用
化

学
コ
ー
ス
」
を
履
修
し
修
了
し

た
学
生
に
対
し
て
は
、
技
術
士

の
第
一
次
国
家
試
験
が
免
除
さ

れ
、
修
習
技
術
者
の
資
格
が
与

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

大
学
教
育
の
質
が
問
わ
れ
て

い
る
中
、
こ
の
認
定
は
本
学
の

社
会
的
な
評
価
を
高
め
、
学
生

の
進
路
選
択
な
ど
に
も
よ
い
効

果
を
与
え
る
と
期
待
さ
れ
る
。

発
表
十
四
件
、
ポ
ス
タ
ー
発
表

十
六
件
、
技
術
交
流
会
講
演
一

件
の
発
表
が
行
わ
れ
、
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

（
液
晶
研
究
所
長
・

小
林
　
駿
介
）

明
畠
学
長
お
別
れ
講
演 
生
涯
学
習
セ 
ン
タ
ー
主
催 

本
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
が

主
催
す
る
講
演
会
が
三
月
十
一

日
、
本
学
五
二
〇
一
教
室
で
開

催
さ
れ
、
県
内
各
地
か
ら
百
人

を
超
え
る
多
数
の
入
場
者
が
あ

っ
た
。

こ
の
講
演
会
は
、
明
畠
学
長

が
、
こ
の
三
月
末
に
四
年
間
の

任
期
を
終
え
て
退
任
す
る
こ
と

か
ら
、
学
長
の
専
門
で
あ
る
環

境
問
題
、
特
に
廃
棄
物
問
題
に

つ
い
て
、
地
域
の
方
々
と
と
も

に
考
え
る
趣
旨
で
開
催
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

「
循
環
型
社
会
形
成
に
思
う

―
ゴ
ミ
ゼ
ロ
社
会
実
現
の
夢
」

と
題
し
て
行
わ
れ
た
講
演
で
明

畠
学
長
は
、
江
戸
時
代
の
循
環

シ
ス
テ
ム
や
発
掘
途
上
の
長
江

文
明
に
触
れ
、
こ
れ
ら
の
時
代

に
は
自
然
の
循
環
が
見
ら
れ
る

の
に
対
し
、
現
代
で
は
人
工
物

の
中
で
生
活
し
て
い
る
こ
と
を

解
説
。
さ
ら
に
、
学
長
自
身
が

計
画
の
策
定
に
係
わ
り
、
現
在

山
口
県
が
進
め
て
い
る
「
ゼ

ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

（
廃
棄
物
を
出
さ
な
い
循
環
型

社
会
の
形
成
）」
に
つ
い
て
も

説
明
、
基
本
は
「
持
続
可
能
な

開
発
」
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、

会
場
の
市
民
は
興
味
深
く
聴
講

し
て
い
た
。

東
京
理
科
大
学
に 

６
人
が
特
別
編
入 

電
子
・
情
報
工
学
科
　

か
ら 

阿
武
宏
明
講
師
の
提
案
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
で
採
択 

自
動
車
排
熱
↓
電
気
変
換
技
術
開
発
へ 

本
学
電
子
・
情
報
工
学
科
の

阿
武
宏
明
講
師
は
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機

構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
の
「
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
合
理
化
技
術
実
用
化

事
業
」
に
応
募
・
採
択
さ
れ

「
高
速
バ
ス
排
ガ
ス
利
用
熱
電

変
換
技
術
の
研
究
開
発
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
今
年
度
か
ら
自

動
車
の
排
熱
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
変
換
す
る
シ
ス
テ
ム
の
開

発
に
着
手
す
る
。

竹
村
和
紘
君
が
小
玉
記
念
科
学
賞
を
受
賞 

卒
業
研
究
で
新
方
式
囲
碁
ソ
フ
ト
開
発 

本
学
電
子
・
情
報
工
学
科
の

竹
村
和
紘
君
は
卒
業
研
究
（
古

市
研
究
室
）
で
パ
タ
ー
ン
認
識

を
用
い
な
い
囲
碁
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
を
開
発
、
今
春
開
催
さ
れ
た

第
六
十
五
回
情
報
処
理
学
会
全

国
大
会
で
発
表
。
こ
れ
が
評
価

さ
れ
て
小
玉
記
念
科
学
賞
を
受

賞
し
た
。

彼
の
着
眼
点
は
、
従
来
パ
タ

ー
ン
認
識
を
用
い
る
こ
と
が
多

か
っ
た
囲
碁
ソ
フ
ト
を
計
算
ア

ル
ゴ
リ
ズ
ム
の
み
で
構
築
す
る

と
い
う
点
に
あ
る
。
彼
は
、
三

要
素
バ
ラ
ン
ス
法
と
い
う
ア
ル

ゴ
リ
ズ
ム
を
考
案
し
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
し
た
。
こ
れ
は
ア

マ
チ
ュ
ア
囲
碁
三
段
と
い
う
祖

父
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
る
と
い

う
。
こ
の
ソ
フ
ト
は
、
市
販
の

囲
碁
ソ
フ
ト
と
の
対
戦
で
は
初

級
程
度
だ
そ
う
だ
が
、
今
後
よ

り
強
く
な
る
よ
う
改
良
を
目
指

す
。

物
質
・
環
境
工
学
科
　

か
ら 

学
会
賞
を
相
次
ぎ
受
賞 

小
野
雄
二
君 

井
口
和
雄
君 

本
学
物
質
・
環
境
工
学
科
の

小
野
雄
二
君
が
卒
業
研
究
テ
ー

マ
「
二
段
階
加
熱
法
に
よ
る
鉄

鋼
中
微
量
炭
素
定
量
に
関
す
る

研
究
」
で
日
本
金
属
学
会
・
日

本
鉄
鋼
協
会
奨
励
賞
を
受
賞
し

た
。本
賞
は
、日
本
金
属
学
会
・

日
本
鉄
鋼
協
会
の
両
学
会
が
金

属
・
材
料
工
学
を
研
究
し
た
最

優
秀
学
生
に
与
え
ら
れ
る
も
の

で
、
賞
状
と
副
賞
（
奨
学
賞
副

賞
と
し
て
鉄
鋼
・
金
属
両
学
会

の
一
年
間
の
会
員
資
格
と
ネ
ク

タ
イ
ピ
ン
）
が
授
与
さ
れ
た
。

ま
た
、
井
口
和
雄
君
が
日
本

化
学
会
中
国
四
国
支
部
・
支
部

長
賞
を
受
賞
し
た
。

な
お
、
賞
状
及
び
副
賞
は
、

本
学
明
畠
学
長
か
ら
三
月
七
日

に
手
渡
さ
れ
た
。

厳
そ
か
に
平
成
15
年
度
入
学
式

祝
福
さ
れ
て
平
成
14
年
度
の
卒
業
生
た
ち
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多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
た
東

京
新
宿
歌
舞
伎
町
雑
居
ビ
ル

「
明
星
ビ
ル
５
６
」
火
災
（
平

成
十
三
年
九
月
一
日
発
生
、
四

十
四
人
死
亡
）
に
つ
い
て
警
視

庁
捜
査
一
課
か
ら
鑑
定
を
依
頼

さ
れ
て
い
た
が
、
二
月
中
に
鑑

定
書
の
予
備
提
出
を
行
っ
た
。

火
災
発
生
後
の
現
場
見
分
、
平

成
十
四
年
三
月
に
、
東
京
都
中

野
区
中
野
の
旧
警
察
学
校
寮
を

用
い
て
二
度
の
実
大
実
験
、
更

に
六
月
〜
七
月
に
火
災
現
場
で

の
煙
漏
洩
実
験
な
ど
を
行
い
、

詳
細
な
ガ
ス
濃
度
や
温
度
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
も

の
で
あ
る
。
な
お
、
本
提
出
は

今
年
度
末
に
な
る
予
定
。

こ
の
新
宿
雑
居
ビ
ル
は
、
鉄

四
月
三
日（
水
）に
諏
訪
東
京

理
科
大
学
第
二
回
目
の
入
学
式

が
挙
行
さ
れ
た
。

本
年
度
入
学
生
は
、
シ
ス
テ

ム
工
学
部
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学

科
百
十
五
人
、
同
機
械
シ
ス
テ

ム
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
百
三
十
一

人
、
経
営
情
報
学
部
経
営
情
報

学
科
百
十
七
人
の
計
三
百
六
十

三
人
で
あ
っ
た
。

重
倉
学
長
は
、
式
辞
で
要
旨

を
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
本
学
の
教
育
の
目
標
は
、

二
十
一
世
紀
に
通
用
す
る
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
を
世
に
送
り

出
す
こ
と
に
あ
る
。
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
言
う
の
は
、
本

当
の
実
力
を
持
ち
、
急
速
に
発

展
す
る
科
学
技
術
に
対
応
し
、

こ
れ
を
自
ら
切
り
開
い
て
行
く

能
力
を
持
つ
職
業
人
の
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
実
現
に
当
た
っ
て

は
、
ま
ず
基
礎
学
力
を
し
っ
か

り
と
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と

に
重
点
を
置
い
て
い
る
。
新
し

い
技
術
の
開
発
は
、
確
固
た
る

専
門
の
基
礎
の
上
に
の
み
築
か

れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の

点
は
、
実
力
主
義
と
言
わ
れ
る

東
京
理
科
大
学
の
伝
統
を
受
け

継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
更
に
本

学
は
、
工
学
と
経
営
学
を
融
合

し
て
教
育
す
る
方
針
を
立
て
て

お
り
、
工
学
、
経
営
学
の
両
面

の
み
で
は
な
く
、
人
間
と
し
て

の
広
い
幅
を
持
っ
た
人
材
を
教

育
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
新
入

生
諸
君
に
は
、
更
に
広
く
文

学
・
哲
学
・
社
会
科
学
に
わ
た

る
読
書
を
心
が
け
、
教
養
を
一

段
と
深
め
て
頂
き
た
い
と
念
願

し
て
い
る
」

ま
た
、
来
賓
と
し
て
出
席
し

た
矢
崎
茅
野
市
長
か
ら
は
「
十

数
年
来
の
夢
で
あ
っ
た
、
理
科

系
の
四
年
制
大
学
が
こ
の
諏
訪

の
地
に
で
き
、
昨
年
四
百
七

人
、
今
年
三
百
六
十
三
人
と
定

員
の
二
割
を
越
え
る
方
々
が
入

学
さ
れ
た
こ
と
は
、
地
元
市
長

と
し
て
感
激
の
極
み
で
あ
り
、

こ
れ
か
ら
の
四
年
間
が
皆
さ
ん

の
人
生
の
中
で
、
大
き
な
財
産

と
な
る
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
」
と
の
祝
辞
が
あ
っ
た
。

平
成
15
年
４
月
１
日
付

【
シ
ス
テ
ム
工
学
部
】

◆
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科

教
授
　
青
木
　
正
和

（
あ
お
き
・
ま
さ
か
ず
）

①
米
国
ミ
シ
ガ
ン
大
学
電
気
工

学
科
修
士
課
程
修
了
②
日
立
製

作
所
半
導
体
グ
ル
ー
プ
・
デ
バ

イ
ス
技
術
本
部
主
管
技
師
③
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
ゼ
ミ
、
電
子
回

路
１
、
２
他
④
工
学
博
士

◆
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科

教
授
　
江
原
　
暉
将

（
え
は
ら
・
て
る
ま
さ
）

①
早
稲
田
大
学
第
一
理
工
学
部

電
気
通
信
学
科
卒
業
②
放
送
技

術
研
究
所
ヒ
ュ
ー
マ
ン
サ
イ
エ

ン
ス
業
務
実
施
グ
ル
ー
プ
に
配

属
、
主
任
研
究
員
③
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
１
及
び
演
習
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン
ゼ
ミ
、
論
理
回
路
２

④
博
士
（
工
学
）

◆
電
子
シ
ス
テ
ム
工
学
科

教
授
　
福
田
　
幸
夫

（
ふ
く
だ
・
ゆ
き
お
）

①
茨
城
大
学
大
学
院
工
学
研
究

科
電
子
工
学
専
攻
修
士
課
程
修

了
②
テ
キ
サ
ス
イ
ン
ス
ツ
ル
メ

ン
ツ
筑
波
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー

先
端
材
料
・
評
価
研
究
室
室
長

③
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
ゼ
ミ
、
電

子
材
料
④
工
学
博
士

【
経
営
情
報
学
部
】

◆
経
営
情
報
学
科

講
師
　
阪
本
　
将
英

（
さ
か
も
と
・
ま
さ
ひ
で
）

①
京
都
大
学
大
学
院
経
済
学
研

究
科
経
済
動
態
分
析
専
攻
博
士

後
期
課
程
単
位
取
得
②
基
礎
経

済
科
学
研
究
所
専
任
研
究
員
③

環
境
と
人
間
、
国
際
環
境
情
報

論
④
修
士
（
経
済
学
）

二
月
十
五
日（
土
）、
二
十
二

日（
土
）の
二
日
に
わ
た
り
、
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主
催

「L
inux

入
門
講
座
」
を
シ
ス

テ
ム
工
学
部
機
械
シ
ス
テ
ム
デ

ザ
イ
ン
工
学
科
の
星
野
講
師
を

講
師
に
開
催
し
た
＝
写
真
。

「L
inux

」
と
は
、
現
状
の

パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
と
し
て

M
icrosoft

W
indow

s

が

圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
い

る
が
、
サ
ー
バ
ー
の
用
途
や
、

最
近
で
は
精
密
情
報
機
器
の
組

み
込
み
用
途
に
も
利
用
さ
れ
て

い
る
良
質
な
フ
リ
ー
の
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
で
あ
る
。

特
に
理
工
系
の
専
門
分
野
で

処
し
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の
大

学
に
学
ん
だ
の
は
、
僅
か
に
二

年
間
だ
が
、
自
ら
の
基
礎
と
な

る
学
問
の
端
緒
は
、
こ
の
大
学

で
学
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
諸
君

に
は
、
そ
の
学
風
を
受
け
継

ぎ
、
後
輩
に
伝
え
て
行
く
義
務

が
あ
る
。
諸
君
の
前
途
は
ま
さ

に
洋
々
た
る
も
の
が
あ
り
、
諸

君
こ
そ
が
、
こ
の
混
乱
し
た
我

が
国
の
経
済
の
救
世
主
で
あ
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」

は
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
実

験
設
備
及
び
学
術
文
書
の
作
成

な
ど
の
用
途
で
は
、L

inux

を
含
むU

N
IX

が
極
め
て
有

用
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
オ
フ

ィ
ス
の
用
途
（W

o
rd

や

E
xcel

）
に
は
必
ず
し
も
適

切
で
な
か
っ
た
が
、
昨
年
後
半

か
らM

icrosoftO
ffice

互

換
で
し
か
も
フ
リ
ー
の
ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン
（O

p
e
n

O
ffice

）
が
同
梱
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
利
用
可
能
性
が
高

ま
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、

企
業
技
術
者
を
中
心
に
募
集
し

た
と
こ
ろ
反
響
は
大
き
く
、
定

諏
訪
東
京
理
科
大
学 
諏
訪
東
京
理
科
大
学 

NewsNews
〒391-0292

長
野
県
茅
野
市
豊
平
五
〇
〇
〇
ー
一 

�
０
２
６
６
・
７
３
・
１
２
０
１（
代
表
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http://w
w
w
.suw

a.tus.ac.jp/
人
間
と
し
て
幅
広
い
教
養
を 
人
間
と
し
て
幅
広
い
教
養
を 

開
学
２
年
目
の
新
入
生
を
前
に
式
辞
を
述
べ
る
重
倉
学
長

平成15年度　第２回入学式 

重
倉
学
長
、激
励
の
式
辞 

防
火
の
教

防
火
の
教
訓
　

浮
か
び
出

浮
か
び
出
る 

防
火
の
教
訓
　

浮
か
び
出
る 

〜
新
宿
・
ビ
ル
火
災
の
鑑
定
を
担
当
し
て
〜 

諏
訪
理
大
シ
ス
テ
ム
工
学
部
／
東
京
理
大 

総
合
研
究
所
火
災
科
学
研
究
部
門
　

教
授 

須
川
　
修
身 

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
（
五
階
建

て
）
で
、
三
階
（
ゲ
ー
ム
店
）

の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
ホ
ー
ル
部
か

ら
出
火
し
、
三
階
お
よ
び
四
階

店
舗
内
へ
拡
大
し
多
量
の
煙
や

Ｃ
Ｏ
ガ
ス
発
生
、
従
業
員
や
客

な
ど
四
十
四
人
が
死
亡
し
た
。

三
階
の
非
常
進
入
口
や
窓
か
ら

脱
出
し
た
従
業
員
三
人
は
大
怪

我
を
し
た
が
助
か
っ
て
い
る
。

こ
の
建
物
は
事
務
所
ビ
ル
と

し
て
建
設
さ
れ
、
そ
の
後
店
舗

に
改
造
さ
れ
た
た
め
二
方
向
避

難
が
確
保
さ
れ
な
い
ま
ま
、
火

災
時
に
は
避
難
路
と
す
べ
き
階

段
が
一
つ
し
か
な
く
、
し
か
も

そ
の
階
段
部
に
多
く
の
可
燃
性

ゴ
ミ
が
置
か
れ
て
あ
っ
た
も
の

で
、
日
頃
か
ら
の
火
災
安
全
が

維
持
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
の

特
徴
を
持
つ
。
類
似
し
た
事
例

に
よ
る
火
災
死
亡
は
、
平
成
二

年
の
尼
崎
市
「
長
崎
屋
」
火
災

（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
地
下
一

階
五
階
建
て
、
四
階
カ
ー
テ
ン

売
り
場
か
ら
放
火
に
よ
り
発

生
）
が
あ
り
、
こ
の
鑑
定
も
東

京
理
科
大
学
総
合
研
究
所
火
災

科
学
研
究
部
門
が
行
っ
た
。

こ
の
二
つ
の
火
災
事
例
は
、

閉
鎖
性
の
高
い
空
間
で
多
量
の

Ｃ
Ｏ
ガ
ス
や
有
毒
な
熱
分
解
ガ

ス
の
発
生
が
あ
り
、
特
に
火
災

直
上
階
の
避
難
困
難
を
き
た
し

た
共
通
性
を
持
つ
。
火
災
安
全

上
「
可
燃
物
を
階
段
に
放
置
し

な
い
」
な
ど
の
多
く
の
教
訓
を

残
し
た
。

＊

な
お
、
四
月
十
四
日
、
こ
の

協
力
に
対
し
て
警
視
庁
か
ら
本

学
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

と
の
式
辞
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
卒
業
生
を
代
表
し
て

経
営
情
報
学
科
の
西
澤
友
理
さ

ん
が
「
私
達
の
卒
業
を
も
っ
て

東
京
理
科
大
学
諏
訪
短
期
大
学

十
三
年
間
の
幕
が
閉
じ
る
こ
と

に
な
り
、
こ
れ
か
ら
は
、
四
年

制
大
学
と
し
て
新
た
な
歴
史
を

重
ね
て
い
き
ま
す
が
、
私
達
の

母
校
と
し
て
永
久
の
ご
発
展
を

お
祈
り
し
ま
す
」
と
謝
辞
を
述

べ
た
。

Linux

入
門
講
座
開
く 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
主
催
で
活
況 

員
を
上
回
る
応

募
が
あ
っ
た
。

今
回
は
、
本
学

５
号
館
一
階
生

涯
学
習
セ
ン
タ

ー
内
に
あ
る

「
茅
野
市
情
報

プ
ラ
ザ
」
と
の

共
催
で
、
茅
野

市
の
パ
ソ
コ
ン

を
借
用
し
て
実

施
し
た
。
参
加

者
は
真
剣
に
取

り
組
み
活
発
な

質
問
の
場
面
が

見
ら
れ
る
な
ど
、

充
実
し
た
講
習

会
で
あ
っ
た
。

第
12
回
　

短
大
最
後
の
卒
業

短
大
最
後
の
卒
業
式 

第
12
回
　

短
大
最
後
の
卒
業
式 

卒業生総数3578人に 
歴史を刻んでバトンタッチ 

東
京
理
科
大
学
諏
訪
短
期
大

学
の
第
十
二
回
目
、
そ
し
て
最

後
の
卒
業
式
が
、
三
月
二
十
二

日
に
挙
行
さ
れ
た
。

本
学
は
平
成
二
年
、
茅
野
市

を
始
め
長
野
県
、
諏
訪
広
域
市

町
村
圏
の
誘
致
に
よ
り
、
地
元

産
業
に
従
事
で
き
る
技
術
者
を

教
育
す
る
目
的
で
開
学
し
た

が
、
今
回
、
最
後
の
卒
業
生
二

百
三
十
人
に
準
学
士
の
学
位
記

を
授
与
し
た
。
本
学
の
歴
史

は
、
卒
業
生
の
総
数
三
千
五
百

七
十
八
人
を
も
っ
て
諏
訪
東
京

理
科
大
学
に
引
き
継
が
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。

こ
の
日
、重
倉
学
長
か
ら「
大

学
名
は
変
わ
っ
て
も
、
諸
君
は

あ
く
ま
で
本
学
の
卒
業
生
で
あ

り
、
ま
た
百
二
十
五
年
の
歴
史

を
持
つ
東
京
理
科
大
学
理
窓
会

の
会
員
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を

持
ち
、
胸
を
張
っ
て
万
事
に
対

希
望
と
、
そ
し
て
感
慨
と
…
…
短
大
最
後
の
卒
業
式

①
最
終
学
歴
　
②
前
　
歴

③
担
当
科
目
　
④
学
　
位

新
任
教
員
　

４
氏
紹
介 
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平
成
十
五
年
度
日
本
学
術
振

興
会
特
別
研
究
員
採
用
内
定
者

が
発
表
さ
れ
、
本
学
は
十
一
人

の
内
定
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と

が
決
定
し
た
。

「
特
別
研
究
員
」
制
度
は
、

日
本
学
術
振
興
会
が
、
優
れ
た

研
究
能
力
を
持
ち
大
学
そ
の
他

の
研
究
機
関
で
研
究
に
専
念
す

る
こ
と
を
希
望
す
る
者
に
、
研

究
奨
励
金
を
支
給
す
る
制
度
で

あ
る
。
自
由
な
発
想
の
も
と
に

主
体
的
に
研
究
課
題
等
を
選
び

な
が
ら
研
究
に
専
念
す
る
機
会

を
与
え
、
我
が
国
の
学
術
研
究

の
将
来
を
担
う
創
造
性
に
富
ん

だ
研
究
者
を
育
成
す
る
目
的
で

創
設
さ
れ
た
。

対
象
分
野
は
人
文
・
社
会
科

学
及
び
自
然
科
学
の
全
分
野

で
、
大
学
院
博
士
課
程
在
学

者
・
修
了
者
が
申
請
で
き
る
。

平
成
十
五
年
度
は
本
学
全
体
で

五
十
五
人
の
応
募
が
あ
っ
た
。

採
用
期
間
は
二
年
あ
る
い
は

三
年
間
。
四
月
の
採
用
後
、
国

公
私
立
大
学
や
大
学
共
同
利
用

機
関
、
国
公
立
試
験
研
究
機
関

な
ど
で
研
究
に
従
事
す
る
。
こ

の
間
、
採
用
区
分
別
に
Ｄ
Ｃ
月

額
二
十
万
一
千
円
、
Ｐ
Ｄ
三
十

七
万
一
千
円
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
四
十
五

万
八
千
円
の
研
究
奨
励
金
が
、

ま
た
毎
年
度
百
五
十
万
円
以
内

の
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究

員
奨
励
費
）
が
交
付
さ
れ
る
。

本
学
博
士
課
程
在
学
中
で
、

特
別
研
究
員
に
内
定
し
た
二
人

に
研
究
内
容
と
今
後
の
抱
負
を

語
っ
て
も
ら
っ
た
。

察
手
法
を
用
い
て
、
青
色
レ
ー

ザ
ー
の
素
子
と
し
て
近
年
注
目

を
浴
び
て
い
るIn

G
aN

と

G
aN

の
結
晶
を
数
ナ
ノ
（
ナ

ノ
＝
十
億
分
の
一
）
㍍
間
隔
で

交
互
に
積
み
上
げ
た
物
質
の
電

子
顕
微
鏡
写
真
を
撮
影
し
、
そ

の
原
子
構
造
と
組
成
を
同
時
に

評
価
す
る
研
究
で
す
。
そ
の
評

価
に
は
ノ
イ
ズ
を
含
ん
だ
実
験

像
か
ら
、
極
微
小
領
域
で
厳
密

に
構
造
や
組
成
を
測
定
で
き
る

手
法
を
確
立
す
る
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
修
士
課
程
在
学
中

に
新
し
い
画
像
処
理
の
方
法
を

開
発
し
、
極
微
小
領
域
で
の
構

造
と
組
成
を
厳
密
に
測
定
す
る

こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の

結
果
を
基
に
、
特
別
研
究
員
に

は「
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
」や「G

aN

」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
申
請
し

ま
し
た
。
面
接
で
は
、
手
法
の

実
用
性
や
扱
っ
て
い
る
物
質
の

注
目
度
が
重
要
だ
と
い
う
印
象

を
受
け
ま
し
た
。
今
後
は
、
原

子
周
辺
部
の
電
子
状
態
も
同
時

に
測
定
で
き
る
手
法
の
開
発
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
能
力
の
向
上

に
よ
り
、
実
験
系
の
研
究
室
で

あ
っ
て
も
、
理
論
お
よ
び
数
値

計
算
の
能
力
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

学
部
学
生
の
皆
さ
ん
は
理
論
、

実
験
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

と
が
で
き
た
か
ら
だ
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

特
別
研
究
員
と
い
う
立
場
に

な
り
、
今
後
は
自
立
し
た
研
究

者
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
、
後
輩
の
み
な
さ
ん
も
こ
の

学
生
生
活
の
中
で
自
分
の
や
り

た
い
こ
と
を
探
し
て
、
チ
ャ
ン

ス
が
あ
れ
ば
そ
れ
に
対
し
て
ど

ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

の
権
利
化
を
目
的
と
し
た
研
究

成
果
の
発
掘
、
評
価
及
び
選
別

②
教
職
員
の
研
究
成
果
等
に
係

る
特
許
等
出
願
の
手
続
支
援
並

び
に
そ
の
権
利
化
及
び
技
術
移

転
に
係
る
活
動
③
民
間
事
業
者

へ
の
技
術
移
転
及
び
技
術
移
転

に
伴
う
発
明
者
へ
の
ロ
イ
ヤ
リ

テ
ィ
等
の
回
収
④
民
間
事
業
者

に
対
す
る
技
術
及
び
経
営
に
関

す
る
相
談
⑤
受
託
研
究
及
び
共

同
研
究
の
推
進
⑥
産
学
連
携
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
係
る
支
援
⑦

ベ
ン
チ
ャ
ー
起
業
に
係
る
支
援

及
び
育
成

―
な
ど
で
あ
る
。

平
成
十
四
年
度
弁
理
士
試
験

結
果
が
昨
年
十
月
に
特
許
庁
よ

り
発
表
さ
れ
た
。
受
験
者
数
は

過
去
最
高
の
六
千
七
百
二
十
人

で
、
う
ち
四
百
六
十
六
人
が
合

格
し
た
。
本
学
出
身
の
合
格
者

は
二
十
四
人
と
昨
年
を
大
き
く

上
回
り
、
私
立
大
学
で
二
位
、

全
体
で
六
位
と
な
っ
た
。

弁
理
士
と
は
特
許
、
実
用
新

案
、
商
標
な
ど
の
知
的
財
産
権

の
出
願
か
ら
権
利
化
ま
で
の

種
々
の
段
階
で
、
代
理
人
と
し

て
権
利
の
取
得
に
活
躍
す
る
職

業
で
あ
る
。
出
身
校
系
統
別
で

理
工
系
出
身
者
が
九
割
近
く
を

占
め
る
の
が
特
徴
で
、
最
近
で

は
女
性
の
合
格
者
の
割
合
も
増

え
て
い
る
。

2003年（平成15年） ４月25日（金）（ 8 ）

平成15年度　日本学術振興会 

特別研究員に６人内定 
本学、計11人受け入れ 

Ｐ
　
Ｄ 

Ｄ
Ｃ
２ 

Ｄ
Ｃ
１ 

●　平成１５年度日本学術振興会特別研究員採用内定者　● 
氏　名 研究指導教員予定者 平成１４年度の身分 

松原　弘樹 

宮地　兵衛 

本間　泰史 

平田　大介 

松浦　俊一 

紙透　伸治 

行川　　賢 

島崎　則子 

中西　伸登 

世取山　翼 

田中　志穂 

薬　　研・大島　広行 

理 工 研・庄司　俊明 

理 工 研・古谷　賢朗 

理 工 研・立川　　篤 

基礎工研・村上　康文 

理 工 研・菅原二三男 

理 工 研・坂口　謙吾 

理 工 研・小祝　　修 

理　　研・橋本　　巖 

理　　研・塚本　桓世 

理 工 研・河村　　洋 

九州大学大学院理学府Ｄ３ 

千葉大学大学院自然科学研Ｄ修了 

早稲田大学大学院理工研Ｄ修了 

早稲田大学大学院理工研Ｄ修了 

豊橋技術科学大学院工研Ｄ３ 

同左Ｄ１ 

同左Ｄ１ 

同左Ｄ１ 

同左Ｍ２ 

同左Ｍ２ 

同左Ｍ２ 

※PD：博士後期課程修了（予定）者／DC１：博士後期課程第１年次／DC２：博士後期課程第２・３年次  

ナ
ノ
領
域
測
定
手
法
の
確
立
を 

理
研
物
理
学
専
攻 

博
士
後
期
課
程
１
年 

中
西
　
伸
登 

特
別
研
究
員
に
内
定
し
て 

「
環
状
暗
視
野
透
過
電
子
顕

微
鏡
の
画
像
処
理
に
よ
る
極
微

小
領
域
の
構
造
決
定
」
と
い
う

課
題
で
研
究
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
内
容
は
、
環
状
暗
視

野
透
過
電
子
顕
微
鏡
法
と
呼
ば

れ
る
電
子
顕
微
鏡
の
特
殊
な
観

Ｄ
Ｎ
Ａ
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
の
究
明 

理
工
研
応
用
生
物
科
学
専
攻 

博
士
後
期
課
程
　
２
年 

島
崎
　
則
子 

私
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
ポ
リ
メ
ラ
ー

ゼ
の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
Ｄ

Ｎ
Ａ
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
は
、
Ｄ
Ｎ

Ａ
の
合
成
を
行
う
酵
素
タ
ン
パ

ク
質
で
す
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
安
定
に

保
ち
続
け
る
た
め
に
は
、
正
確

な
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
複
製
と
、
Ｄ
Ｎ
Ａ

に
損
傷
が
起
き
た
際
の
速
や
か

な
修
復
反
応
を
Ｄ
Ｎ
Ａ
ポ
リ
メ

ラ
ー
ゼ
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
が

必
須
で
す
。
細
胞
中
に
は
こ
う

し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
ポ
リ
メ
ラ
ー
ゼ
が

何
種
類
も
存
在
し
て
お
り
、
そ

の
一
つ
一
つ
の
働
き
を
詳
細
に

理
解
す
る
こ
と
は
非
常
に
大
切

で
す
。
私
は
、
こ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
ポ

リ
メ
ラ
ー
ゼ
の
中
で
も
特
に
Ｘ

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
い
う
グ
ル
ー
プ

の
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
Ｘ
フ

ァ
ミ
リ
ー
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
修
復
や

組
換
え
反
応
に
働
い
て
い
る
と

考
え
ら
れ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
で

す
。
こ
の
酵
素
群
の
性
質
に
関

す
る
酵
素
学
的
解
析
と
構
造
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。

博
士
過
程
に
進
学
し
て
特
別

研
究
員
へ
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

こ
と
を
知
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
し
た
。
内
定
の
通
知
を
い
た

だ
い
た
と
き
は
、
ま
さ
か
自
分

が
、
と
い
う
思
い
で
し
た
。
こ

れ
も
ご
指
導
下
さ
る
先
生
は
じ

め
先
輩
方
や
仲
間
た
ち
の
お
陰

で
こ
の
環
境
が
あ
り
、
そ
こ
で

思
う
よ
う
に
研
究
を
続
け
る
こ

 

 

 

 

 

弁
理
士
に
24
人
合
格 

平
成
14
年
度
　

私
大
２
位
の
成
果 

平成１４年度弁理士試験 
出身校別合格者数 

 

東 京 大 学  
大 阪 大 学  
東京工業大学 
京 都 大 学  
早 稲田大学  
東京理科大学 
慶應義塾大学 
名 古屋大学  
東 北 大 学  
同 志社大学  
神 戸 大 学  
横浜国立大学 

大学名 

合計者総計 

合格 
者数 

63 
45 
33 
30 
26 
24 
19 
13 
13 
9 
9 
9 
466

順位 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 
8 
10 
10 
10

発
足 

セ
ン 

タ
ー 

科
学
技
術
交
流 

知
的
財
産
の
創
出
を
支
援 

東
京
理
科
大
学
の
Ｔ
Ｌ
Ｏ
と

な
る
科
学
技
術
交
流
セ
ン
タ
ー

が
、
一
月
一
日
付
で
発
足
し
た
。

本
セ
ン
タ
ー
の
目
的
は
、
山

口
、
諏
訪
を
含
む
三
大
学
に
お

け
る
研
究
成
果
等
の
知
的
財
産

の
創
出
を
支
援
す
る
と
と
も
に

民
間
事
業
者
へ
当
該
知
的
財
産

を
移
転
す
る
事
業
及
び
学
外
諸

機
関
と
連
携
し
た
研
究
事
業
を

推
進
す
る
機
関
と
し
て
、
大
学

に
お
け
る
研
究
活
動
の
発
展
及

び
知
的
財
産
の
社
会
へ
の
還
元

に
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。

具
体
的
な
活
動
は
①
特
許
等
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平
成
十
四
年
度
の
就
職
状
況

は
、
民
間
需
要
の
低
迷
や
デ
フ

レ
の
進
行
に
加
え
、
米
国
に
お

け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
発

生
を
契
機
と
し
た
世
界
不
況
の

不
安
が
高
ま
る
な
か
、
雇
用
情

勢
は
悪
化
の
様
相
を
一
段
と
強

め
、
厳
し
い
就
職
環
境
が
続
い

て
い
る
。
企
業
は
生
き
残
り
を

か
け
た
経
営
構
造
の
改
革
を
迫

ら
れ
、
採
用
活
動
を
一
段
と
早

期
化
・
短
期
化
さ
せ
「
量
」
の

採
用
か
ら
「
質
」
を
重
視
し
た

厳
選
採
用
を
堅
持
す
る
な
ど
、

就
職
氷
河
期
と
い
わ
れ
る
厳
し

い
状
況
が
継
続
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
本
学
に

対
す
る
求
人
会
社
数
は
四
千
三

百
三
十
五
社
で
、
対
前
年
度
比

五
％
減
少
し
た
。
業
種
別
に
は
、

情
報
産
業
・
食
料
品
が
一
〇
％

増
と
な
っ
た
が
、
精
密
機
器
が

三
五
％
減
、
電
気
機
器
・
輸
送

用
機
器
が
二
五
％
減
と
な
る
な

ど
製
造
業
の
求
人
が
減
少
し
て

い
る
。
ま
た
、
都
道
府
県
別
で

は
、
大
都
市
圏
か
ら
の
求
人
が

若
干
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

次
に
本
学
の
就
職
内
定
率
は

九
五
％
（
三
月
十
二
日
現
在
）

に
達
し
、
全
国
平
均
を
上
回
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
本
学
の
学
生

が
高
度
な
専
門
教
育
を
受
け
、

堅
実
な
実
力
を
備
え
る
な
ど
本

学
の
教
育
理
念
が
企
業
に
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
現
れ

で
あ
る
。
教
員
採
用
状
況
に
つ

い
て
は
、
中
等
教
育
課
程
に
お

け
る
習
熟
度
別
指
導
の
導
入
な

ど
に
よ
り
、
理
数
系
教
員
の
需

要
が
増
加
し
て
い
る
。し
か
し
、

合
格
者
の
割
合
は
講
師
経
験
者

（
既
卒
者
）
が
多
く
、
新
卒
者

に
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い

る
な
か
、
本
学
で
は
公
立
・
私

立
学
校
採
用
試
験
に
六
十
二
人

（
昨
年
度
四
十
二
人
）
が
合
格

し
た
。

ま
た
、
国
家
・
地
方
公
務
員

試
験
に
つ
い
て
は
、
公
務
員
採

用
試
験
制
度
改
革
な
ど
に
よ
り
、

合
格
者
は
増
加
し
て
お
り
、
本

学
で
は
百
七
十
一
人
（
昨
年
度

百
十
人
）
が
合
格
。
大
学
院
修

士
課
程
進
学
者
は
千
六
百
八
人

（
昼
間
学
部
進
学
率
四
七
％
）

で
、
研
究
志
向
の
高
さ
を
反
映

し
て
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

で
志
願
者
の
減
少
が
続
い
て
い

る
が
、
本
学
の
実
力
主
義
の
学

風
、
不
況
下
で
の
就
職
の
強
さ

な
ど
が
受
験
生
に
支
持
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
窺
え
る
結
果
と
な

っ
た
。

平
成
十
五
年
度
（
平
成
十
六

年
三
月
卒
業
・
修
了
予
定
者
）

の
就
職
希
望
者
を
対
象
に
し
た

就
職
課
主
催
（
神
楽
坂
・
野
田

キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
よ
る
就
職
活

動
支
援
行
事
と
し
て
「
企
業
研

究
セ
ミ
ナ
ー
」「
国
家
公
務
員
・

地
方
公
務
員
ガ
イ
ダ
ン
ス
」

「
教
員
ガ
イ
ダ
ン
ス
」「
就
職
試

験
対
策
模
試
・
講
座
」「
就
職

マ
ナ
ー
講
習
会
」「
就
職
面
接

講
習
会
」「
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ

ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
た
。

「
企
業
研
究
セ
ミ
ナ
ー
」
は

招
聘
企
業
が
四
百
七
十
社
、
参

加
学
生
は
延
べ
一
万
五
千
人
に

の
ぼ
り
、
就
職
活
動
に
意
欲
的

に
取
り
組
む
姿
勢
が
う
か
が
え

た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ

て
、
志
望
業
種
や
職
種
が
よ
り

明
確
化
さ
れ
、
就
職
活
動
を
効

果
的
か
つ
有
利
に
展
開
で
き
る

学
生
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
部
（
就

職
一
課
・
二
課
）
、
久
喜
就
職

相
談
室
で
は
、
全
て
の
学
生
が

希
望
す
る
進
路
を
実
現
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

る
。
進
路
等
に
関
す
る
相
談
な

ど
気
楽
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら
い

た
い
。
学
生
諸
君
の
積
極
的
な

利
用
・
相
談
を
歓
迎
す
る
。

（
学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
部
）

厳しい環境下　内定率95％ 厳しい環境下　内定率95％ 
平成14年度の就職　総括 

を
開
催
し
ま
す 

を
開
催
し
ま
す 

業　種 

輸 送 用  
機械器具 

商 社 ・  
卸・小売 

銀 行  

情報産業 

国家公務員 

地方公務員 

放 送  

その他の 
サービス 

非営利団 
体・学術 
研究機関 

エネルギー 

運輸・通信業 

証券・保険 

電　　気 
機械器具 

平成14年度　主な就職先 

 

 

業　種 企業名・省庁名 人数 

建 設  

設備工事 

食 料 品  

化学工業 

ゴ ム  

精 密  
機械器具 

一 般  
機械器具 

鉄鋼・金属 

医薬・化粧品 

パルプ・紙 

繊 維  

印 刷  

その他の 
製 造 業  

積 水 ハ ウ ス  
清 水 建 設  
竹 中 工 務 店  
鹿 島 建 設  
大 和 ハ ウ ス 工 業  
戸 田 建 設  
旭 化 成 ホ ー ム ズ  
奥 村 組  
松 井 建 設  
大 林 組  
ＮＥＣシステム建設  
東 芝 エ レ ベ ー タ  
関 電 工  
ＮＴＴファシリティーズ 
九 電 工  
三菱電機ビルテクノサービス 
キ リ ン ビ ー ル  
ヤ ク ル ト  
ア サ ヒ ビ ー ル  
明 治 製 菓  
理 研 ビ タ ミ ン  
エ ス ビ ー 食 品  
キ ュ ー ピ ー  
東 レ  
帝 人  
日 清 紡 績  
ク ラ レ  
岡 村 製 作 所  
タカラスタンダード  
大 王 製 紙  
レ ン ゴ ー  
大 日 本 印 刷  
凸 版 印 刷  
トッパン・フォームズ 
コ ニ カ  
富 士 写 真 フ イ ル ム  
旭 化 成  
日 本 ゼ オ ン  
日 本 高 純 度 化 学  
住 友 ベ ー ク ラ イ ト  
呉 羽 化 学 工 業  
高 砂 香 料 工 業  
日 立 化 成 工 業  
東 洋 イ ン キ 製 造  
三 菱 瓦 斯 化 学  
武 田 薬 品 工 業  
山 之 内 製 薬  
協 和 発 酵 工 業  
杏 林 製 薬  
萬 有 製 薬  
大 正 製 薬  
中 外 製 薬  
大 塚 製 薬  
日本イーライリリー  
フ ァ イ ザ ー 製 薬  
三菱ウェルファーマ  
佐 藤 製 薬  
ブ リ ヂ ス ト ン  
横 浜 ゴ ム  
Ｙ Ｋ Ｋ  
日 本 製 鋼 所  
イナックストステム・ 
ホ ー ル デ ィ ン グ ス  
荏 原 実 業  
デ ィ ス コ  
セイコーインスツルメンツ 
オリンパス光学工業  
テ ル モ  
富 士 写 真 光 機  
日 立 製 作 所  
キ ヤ ノ ン  
日本電気（ＮＥＣ） 
富 士 通  
日 本 Ｉ Ｂ Ｍ  
ソ ニ ー  
三 菱 電 機  
松下電器産業（ナショナル） 
東 芝  
Ｔ Ｄ Ｋ  
パ イ オ ニ ア  
富 士 ゼ ロ ッ ク ス  
半導体エネルギー研究所 
三 洋 電 機  
小 糸 製 作 所  
リ コ ー  

5（1） 
5（0） 
4（1） 
4（0） 
3（0） 
3（0） 
2（1） 
2（0） 
2（0） 
2（0） 
3（0） 
3（0） 
3（0） 
3（0） 
2（1） 
2（0） 
8（3） 
4（0） 
3（0） 
2（1） 
2（0） 
2（0） 
2（0） 
5（2） 
4（0） 
3（1） 
3（1） 
2（0） 
2（0） 
3（0） 
2（0） 
7（3） 
7（1） 
4（2） 
5（0） 
4（1） 
4（0） 
3（1） 
3（1） 
3（0） 
2（1） 
2（0） 
2（0） 
2（0） 
2（0） 
12（8） 
10（3） 
6（0） 
6（3） 
5（4） 
5（3） 
5（2） 
4（2） 
4（1） 
4（0） 
4（0） 
4（0） 
6（0） 
3（0） 
3（0） 
2（0） 

2（0）
 
 

3（0） 
3（0） 
5（0） 
4（0） 
2（2） 
2（0） 
31（5） 
31（2） 
24（3） 
18（1） 
14（5） 
14（0） 
9（0） 
8（1） 
7（0） 
6（1） 
6（0） 
6（0） 
5（2） 
5（1） 
5（0） 
5（1） 

 

 

企業名・省庁名 人数 
ロ ー ム  
沖 電 気 工 業  
村 田 製 作 所  
ト ヨ タ 自 動 車  
日 産 自 動 車  
本 田 技 研 工 業  
三 菱 重 工 業  
デ ン ソ ー  
林 テ レ ン プ  
豊 田 自 動 織 機  
三 菱 自 動 車 工 業  
川 崎 重 工 業  
石 川 島 播 磨 重 工 業  
キ ヤ ノ ン 販 売  
セブン－イレブン・ジャパン 
コンパックコンピュータ 
三 井 物 産  
東 京 三 菱 銀 行  
三 井 住 友 銀 行  
りそなホールディングス 
みずほフィナンシャルグループ 
Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行  
あ お ぞ ら 銀 行  
大和証券グループ本社 
第 一 生 命 保 険  
日 本 生 命 保 険  
Ｊ Ａ 共 済  
Ｊ Ｒ 東 日 本  
Ｋ Ｄ Ｄ Ｉ  
ＮＴＴコミュニケーションズ 
日 本 通 運  
Ｎ Ｔ Ｔ ド コ モ  
全 日 空  
Ｎ Ｔ Ｔ  
日 本 航 空  
東 京 電 力  
中 国 電 力  
日立ソフトウェアエンジニアリング 
Ｎ Ｔ Ｔ デ ー タ  
アルファシステムズ  
Ｃ Ｓ Ｋ  
新日鉄ソリューションズ 
日立情報システムズ  
Ｎ Ｅ Ｃ ソ フ ト  
データ通信システム  
日本システムディベロップメント 
Ｎ Ｔ Ｔ コ ム ウ ェ ア  
日立システムアンドサービス 
日 本 ユ ニ シ ス  
日 本 放 送 協 会  
理 化 学 研 究 所  
日 本 道 路 公 団  
新東京国際空港公団  
日 本 総 合 研 究 所  
オ リ ッ ク ス  
国 土 交 通 省  
総 務 省  
経 済 産 業 省  
財 務 省  
防 衛 施 設 庁  
法 務 省  
防 衛 庁  
気 象 庁  
埼 玉 県（ 県 職 員 ） 
警 視 庁  
東 京 都（ 都 職 員 ） 
神奈川県　横浜市職員 
埼玉県　さいたま市職員 
千 葉 県 警 察  
埼 玉 県 警 察  
青 森 県（ 県 職 員 ） 
福 島 県（ 県 職 員 ） 
茨 城 県（ 県 職 員 ） 
群 馬 県（ 県 職 員 ） 
千 葉 県（ 県 職 員 ） 
神奈川県　川崎市職員 
長 野 県（ 県 職 員 ） 
高 知 県（ 県 職 員 ） 
香 川 県（ 県 職 員 ） 
長 崎 県（ 県 職 員 ） 
福岡県　福岡市職員  
茨 城 県 警 察  
新 潟 県 警 察  

5（0） 
4（1） 
4（0） 
16（2） 
15（0） 
13（3） 
11（0） 
9（0） 
8（0） 
7（0） 
6（0） 
5（0） 
5（0） 
5（0） 
4（1） 
3（0） 
2（0） 
6（1） 
5（1） 
5（1） 
5（1） 
3（1） 
2（0） 
4（1） 
3（1） 
3（1） 
2（0） 
6（1） 
6（0） 
5（0） 
4（0） 
4（0） 
3（1） 
3（1） 
2（0） 
7（0） 
2（0） 
22（5） 
17（5） 
17（3） 
12（0） 
10（2） 
11（2） 
11（2） 
11（2） 
10（2） 
10（1） 
9（3） 
7（3） 
3（0） 
3（1） 
2（0） 
2（0） 
3（0） 
2（1） 
9（0） 
4（0） 
3（0） 
2（0） 
1（0） 
1（0） 
1（0） 
1（0） 
5（1） 
3（0） 
2（1） 
2（0） 
2（0） 
2（0） 
2（0） 
1（0） 
1（1） 
1（0） 
1（0） 
1（0） 
1（0） 
1（0） 
1（1） 
1（0） 
1（0） 
1（0） 
1（0） 
1（0） 

 

（株）表記は省略 
（ ）内は女子内数 

 

’03　第11回　参加者募集！ 
夏休みの４週間、米国オレゴン州にあるポートラ
ンド州立大学で行う短期留学プログラムです。アメリ
カの自然や生活を直接体験しながら英語能力を高め、
国際理解を深めます。授業科目として２単位が認定さ
れます。このプログラムは10年以上の歴史を有し、毎
年60～80人の学生が参加しています。 

This year, we will hold the 11th annual Oregon 
Summer Program. For 2003, we have made yet 
another change to the schedule, and have added a one 
week home stay. Students will study speaking & 
listening, and American culture, and experience many 
facets of American life. This program is open to 
students from each campus. 

e-mail : watson@rs.noda.tus.ac.jp

※本学HP（http://www.tus.ac.jp/edu/kokusai/os.html）
にプログラムの紹介と質問票があります。詳細は
下記事務室にお問合わせください。 
※国際情勢の急変等により中止することもあります。 

【参加者】本学学部生・大学院生 
【期　間】８月中の４週間 
【定　員】２グループ　各３５名 
【費　用】約５２万円 

☆引率するWatson講師（理工・教養）からのメッセージ 

（庶務課国際交流室　�03・5228・8119） 

４
年
連
続
５
万
人
超
す 

平
成
15
年
度 

入
試
ま
と
め 

志
　

願
　

者 

二
月
三
日
か
ら
十
二
日
間
に

わ
た
り
、
平
成
十
五
年
度
の
入

学
試
験
が
行
わ
れ
た
。
Ａ
方
式

（
セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
）
で
は

前
年
比
九
百
九
十
一
人
（
六
・

四
％
）
増
の
一
万
六
千
三
百
五

十
七
人
、
Ｂ
方
式
（
本
学
独
自

の
試
験
）
で
は
前
年
比
千
五
人

（
二
・
八
％
）
減
の
三
万
五
千

五
百
二
十
人
、
全
体
で
は
十
四

人
減
の
五
万
千
八
百
七
十
七
人

と
な
り
、
四
年
連
続
し
て
志
願

者
数
が
五
万
人
を
超
え
た
。

今
年
度
は
、
理
学
部
第
二

部
、
工
学
部
第
二
部
に
お
い
て

Ａ
方
式
入
試
が
導
入
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
五
百
四
十
一
人
、
二
百

六
十
九
人
の
志
願
者
を
集
め

た
。
ま
た
、
Ｂ
方
式
入
試
に
お

い
て
も
三
年
ぶ
り
に
増
加
に
転

じ
る
な
ど
、
第
二
部
の
健
闘
が

光
っ
た
。
そ
の
他
の
多
く
の
学

部
で
は
志
願
者
の
減
少
が
み
ら

れ
た
が
、
基
礎
工
学
部
、
経
営

表２．＜平成１５年度　東京理科大学学部別志願者数＞ 

学　部 Ａ方式 

 １６，３５７（ １５,３６６） 

 ８１０（ －） 

 ２６９（ －） 

 ５４１（ －） 

 １５,５４７（ １５,３６６） 

 １,３６８（ １,２７２） 

 ９６８（ ９７４） 

 ５,３００（ ５,４６０） 

 ２,６６５（ ２，５５９） 

 １,８８６（ １，８７４） 

 ３，３６０（ ３，２２７） 

 ３５,５２０（ ３６,５２５） 

 １,５９５（ １,４９７） 

 ５４８（ ４８１） 

 １,０４７（ １,０１６） 

 ３３,９２５（ ３５,０２８） 

 １,５１７（ １,１８６） 

 ２,２０４（ ２,１０５） 

 １２,７０１（ １３,０９８） 

 ７,１６４（ ７,６６８） 

 ２,６０９（ ２,８９５） 

 ７,７３０（ ８,０７６） 

 ５１,８７７（ ５１,８９１） 

 ２,４０５（ １,４９７） 

 ８１７（ ４８１） 

 １,５８８（ １,０１６） 

 ４９,４７２（ ５０,３９４） 

 ２,８８５（ ２,４５８） 

 ３,１７２（ ３,０７９） 

 １８,００１（ １８,５５８） 

 ９,８２９（ １０,２２７） 

 ４,４９５（ ４,７６９） 

 １１,０９０（ １１,３０３） 

Ｂ方式 合　計 

理 学 部 第 一 部  

薬 学 部  

工 学 部 第 一 部  

理 工 学 部  

基 礎 工 学 部  

経 営 学 部  

昼 間 学 部 計  

理 学 部 第 二 部  

工 学 部 第 二 部  

夜 間 学 部 計  

大 学 計  

＊単位人、カッコ内は昨年度 

学
部
は
志
願
者
が
増
加
し
た
。

少
子
化
が
進
み
大
学
を
取
り

巻
く
環
境
が
よ
り
一
層
厳
し
さ

を
増
す
な
か
で
、
多
く
の
大
学

表１．＜平成１５年度私大入試志願者数＞ 

１２１，８１５ 
９５，５６２ 
９３，５０２ 
８５，２５３ 
８１，９７１ 
６６，２６９ 
６５，７０５ 
５２，２３８ 
４９，４７２ 
４７，８３５ 
４６，８００ 
４５，７１１ 
４３，６９３ 
４２，９８１ 
４０，８７４ 

早 稲 田大学  
立 命 館大学  
法 政 大 学  
日 本 大 学  
明 治 大 学  
中 央 大 学  
関 西 大 学  
東 洋 大 学  
東京理科大学 
近 畿 大 学  
立 教 大 学  
龍 谷 大 学  
青山学院大学 
慶應義塾大学 
関西学院大学 

平
成
十
五
年
度
父
母
懇
談
会

を
、
別
表
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。
懇
談
会
で
は
、
学
部
長
、

学
生
部
長
を
は
じ
め
各
学
部
教

員
等
が
大
学
の
現
状
報
告
、
学

生
の
修
学
や
生
活
状
況
お
よ
び

卒
業
後
の
進
路
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
、
希
望
者
に
は
学
部
教

員
に
よ
る
個
別
面
談
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
懇
談
会
終
了
後
、

大
学
か
ら
の
出
席
者
と
の
懇
親

会
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
ご
父
母

に
は
五
月
初
旬
か
ら
順
次
ご
案

内
を
お
送
り
し
ま
す
。

な
お
、
今
年
開
催
予
定
の
な

い
地
域
に
つ
い
て
は
、
次
年
度

以
降
順
次
開
催
す
る
予
定
で
す
。

平成１５年度「父母懇談会」日程 
地 区  期　　日 対象都道府県 会　　　　場 

東 北  

甲信越 

九 州  

東 海  

北 陸  

中 国  

青森市「青森県労働福祉会館」 

仙台市「仙台国際センター」 

新潟市「万代シルバーホテル」 

松本市「松本グリーンホテル」 

名古屋市「名古屋クラウンホテル」 

静岡市「静岡グランドホテル中島屋」 

金沢市「金沢都ホテル」 

福岡市「福岡ガーデンパレス」 

熊本市「熊本交通センターホテル」 

広島市「広島ガーデンパレス」 

青森、秋田、※北海道（一部の地域）

宮城、岩手、福島、山形 

新潟 

長野、山梨 

愛知、三重、岐阜 

静岡、山梨 

石川、福井、富山 

福岡、長崎、大分、佐賀 

熊本、鹿児島、宮崎 

広島、岡山、山口、鳥取、島根 

上記のほか、神楽坂（一都三県）、野田（一都四県）および久喜（全国）の
各校舎で「首都圏父母懇談会」の開催を予定しています。 
※北海道は函館市とその周辺地域 
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二
月
二
十
日（
木
）九
時
か
ら

第
十
六
期
生
の
退
寮
式
が
長
万

部
校
舎
二
十
三
番
教
室
に
お
い

て
挙
行
さ
れ
た
。

今
年
か
ら
、
大
学
よ
り
学
生

へ
の
記
念
品
と
し
て
、
学
生
が

描
い
た
図
柄
を
レ
リ
ー
フ
に
し

て
贈
る
こ
と
に
な
り
、
櫻
井
雅

男
学
寮
長
よ
り
退
寮
パ
ー
テ
ィ

ー
実
行
委
員
長
で
あ
る
斉
藤
雅

倫
君
へ
手
渡
さ
れ
た
。

式
の
最
後
に
、
女
子
学
生
代

表
の
倉
山
め
ぐ
み
さ
ん
か
ら
の

謝
辞
が
あ
り
「
バ
ス
事
故
を
乗

り
越
え
、
町
民
の
皆
様
方
の
協

力
に
よ
り
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
嬉
し

か
っ
た
」
と
の
長
万
部
の
思
い

出
の
言
葉
に
、
出
席
し
た
教
職

員
、
来
賓
の
方
々
も
感
激
し
涙

を
浮
か
べ
て
い
た
。

緊
張
し
た
退
寮
式
も
終
わ

り
、
十
六
時
か
ら
待
ち
に
待
っ

た
退
寮
パ
ー
テ
ィ
ー
。
パ
ー
テ

ィ
ー
は
参
加
者
全
員
で
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
を
行
い
、
五
㍍
も
あ

る
ツ
リ
ー
の
電
飾
を
点
灯
す
る

こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
学
寮
長

の
掛
け
声
で
乾
杯
し
、
会
場
は

一
気
に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
。
試
験

が
終
わ
っ
た
安
堵
感
と
、
長
万

部
校
舎
を
去
る
寂
し
さ
が
交
錯

す
る
学
生
の
会
話
で
満
ち
溢
れ

た
。
パ
ー
テ
ィ
ー
終
了
間
際
に

参
加
者
全
員
で
ジ
ェ
ッ
ト
風
船

を
飛
ば
す
と
、
鮮
や
か
な
花
の

よ
う
な
風
船
が
会
場
全
体
を
包

み
込
む
よ
う
に
浮
遊
し
、
外
の

雪
景
色
と
相
俟
っ
て
実
に
美
し

い
光
景
で
あ
っ
た
。

色
々
あ
っ
た
第
十
六
期
生
、

平
成
十
四
年
度
の
学
長
表
彰
式
が
三
月
十
二
日
、
神
楽
坂
校
舎
１
号
館
記
念
講
堂
で
行
わ
れ

た
。
式
に
は
鈴
木
学
長
補
佐
、
各
学
部
長
を
は
じ
め
教
職
員
四
十
八
人
、
受
賞
学
生
ら
百
二
十

人
が
参
加
し
、
学
長
賞
に
一
団
体
と
個
人
三
人
、
学
生
部
長
賞
に
三
団
体
と
個
人
四
人
が
表
彰

さ
れ
た
。
式
終
了
後
の
祝
賀
会
で
は
、
受
賞
し
た
学
生
た
ち
が
各
競
技
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
、
最
後
に
は
全
員
で
校
歌
斉
唱
を
す
る
な
ど
、
和
や
か
に
懇
談
し
た
。

「
い
い
空
間
に
自
分
が
い
る
」

―

そ
う
語
っ
た
楢
林
さ
ん
が
印
象
的
だ
っ

た
。「好

き
な
こ
と
を
し
て
、
結
果
が
出

る
。
就
職
し
た
時
は
、
工
場
の
た
め
、

会
社
の
た
め
で
、
た
だ
忙
し
い
だ
け
。

自
分
に
返
っ
て
く
る
も
の
が
何
も
な
か

っ
た
。
今
は
自
分
に
す
べ
て
が
返
っ
て

き
ま
す
。
充
実
感
が
あ
り
ま
す
」

時
代
を
見
る
目
と
勇
気
が
あ
っ
た
。

ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
（
芳
香
療
法
）
を
ま

だ
知
る
人
が
少
な
い
時
、
こ
れ
に
手
を

染
め
、
己
の
道
を
切
り
拓
い
た
起
業
家

だ
。
町
の
小
さ
な
”医
院
“
な
が
ら
、

ア
ロ
マ
マ
ッ
サ
ー
ジ
鍼
灸
治
療
院
「
ア

ロ
マ
ハ
ピ
ネ
ス
」
の
院
長
で
あ
る
。

東
京
理
科
大
学
を
卒
業
し
た
の
は
一

九
八
六
年
の
春
。
日
立
製
作
所
の
生
産

技
術
研
究
所
（
横
浜
）
に
入
っ
た
。
Ｖ

Ｔ
Ｒ
全
盛
期
、
こ
の
工
場
管
理
の
シ
ス

テ
ム
作
り
を
し
た
。
三
年
経
っ
て
半
導

体
工
場
の
管
理
に
ま
わ
っ
た
。
日
立
に

四
年
い
て
辞
め
た
。
イ
ト
ー
キ
ク
レ
ビ

オ
に
再
就
職
し
、
病
院
の
カ
ル
テ
の
管

理
シ
ス
テ
ム
を
作
る
仕
事
を
し
た
。

こ
の
会
社
で
の
二
年
目
、
あ

る
雑
誌
で
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の

存
在
を
知
っ
た
。
退
職
前
六
カ

月
は
残
業
月
百
八
十
時
間
と
い

う
過
酷
な
勤
務
が
続
い
て
疲
れ

て
い
た
。
自
分
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
る
た
め
に
、
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ

ー
が
い
い
こ
と
を
体
で
感
じ

た
。
だ
が
、
ま
だ
世
間
に
ア
ロ

マ
セ
ラ
ピ
ー
は
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
精
油
を

抽
出
す
る
植
物
を
求
め
て
、
カ
メ
ラ
と

三
脚
を
担
ぎ
植
物
園
を
め
ぐ
り
、
ビ
ャ

ク
ダ
ン
の
木
な
ど
を
撮
影
し
て
歩
い

た
。
向
学
心
が
あ
っ
た
。
鍼
灸
学
校
を

受
験
し
た
ら
合
格
し
た
。

「
カ
ケ
で
し
た
。
で
も
熱
中
で
き
ま

し
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
だ
と
も
思

い
ま
し
た
」

会
社
を
や
め
、
三
年
の
間
、
鍼
灸
学

校
に
通
い
、
人
間
の
体
を
学
ん
だ
。
父

が
体
が
弱
く
、
高
校
生
の
時
か
ら
、
体

に
い
い
と
背
中
に
十
円
玉
な
ど
を
張
っ

て
あ
げ
た
り
し
て
、
人
の
体
に
触
る
の

は
嫌
い
で
は
な
か
っ
た
。

も
と
も
と
生
物
が
好
き
だ
っ
た
が
、

高
校
の
先
生
が
理
科
大
は
就
職
も
い
い

し
「
行
け
」
と
勧
め
ら
れ
、
数
学
を
専

攻
し
た
。
理
科
大
で
理
論
を
立
て
て
物

事
を
組
み
立
て
る
こ
と
を
学
ん
だ
こ
と

が
、
現
在
の
仕
事
に
す
ご
く
役
立
っ
て

い
る
。
ま
た
社
会
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

し
て
十
年
間
働
い
た
こ
と
で
、
社
会
の

仕
組
み
が
分
か
り
、
自
分
が
本
当
に
や

り
た
い
こ
と
も
見
え
て
き
た
と
も
語

る
。ア

ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
の
根
本
、

精
油
に
は
足
の
む
く
み
や
肩
凝

り
を
ほ
ぐ
す
だ
け
で
は
な
く
、

気
分
を
明
る
く
し
、
気
力
を
充

実
さ
せ
る
作
用
が
あ
る
。
体
と

心
の
両
方
を
癒
す
、
ス
ト
レ
ス

社
会
の
健
康
法
と
し
て
注
目
さ

れ
る
。
そ
の
最
前
線
に
楢
林
さ

ん
は
い
る
。
　
　
　
　
　
（
Ｋ
）

身心の〝癒し〟の最前線 
アロマセラピーの療院長 楢林　佳津美さん 

★略歴（ならばやし・かつみ）1964年１月生ま
れ、埼玉県川口市出身、本名は山内。理工学部
数学科を86年３月卒。JAA日本アロマコーディ
ネーター協会の主任講師として普及活動に尽力。
windows版ソフト「わたしのアロマセラピー」、
プレステ版「わたしのスタイルのアロマセラピ
ー」を開発、アロマセラピーに関する著書も。
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彰 
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学
長
賞
・
学
生
部
長
賞

４
団
体
と
７
人
に

受賞団体・個人 

受賞団体・個人 

受賞団体・個人 

主な成績・記録 

主な成績・記録 

受賞理由・氏名 

野田同好会ブリッツ 
第29回全国学生岩岳スキー大会基礎スキーの部 
男子団体戦　Ａチーム１位、Ｂチーム２位 総合２位 
女子団体戦　２位 総合５位 
第33回関東女子学生剣道選手権大会ベスト16（全国大会出場） 
平成13年度秋期千葉県学生剣道大会女子個人戦 準優勝 
第35回関東理工科系学生剣道新人戦・個人戦大会女子個人優勝
第29回全日本学生パワーリフティング選手権大会 
 男子82.5Kg級準優勝 
第37回全日本学生ボディビル選手権大会 7位 
 
第37回全日本学生ボディビル選手権大会 準優勝 

小野寺　義人 
  Ⅰ部体育局ウエイト （トレーニング部３年） 

第45回関東大学空手道大会（男子２部団体組手の部） 
 優勝（１部昇格） 
関東学生ハンドボール連盟 春季リーグ戦（３部） 
 準優勝（２部昇格） 
春季関東理工科系関東学生ソフトテニスリーグ戦 
 （１部）優勝（５戦全勝） 
秋季関東理工科系関東学生ソフトテニスリーグ戦 
 （１部）準優勝 
春季関東学生ソフトテニスリーグ（３部） ５位 
秋季関東学生ソフトテニスリーグ（３部） ３位 

第46回全日本学生競技ダンス選手権大会ワルツの部 ６位 
 
2000年千葉県大会　級拳士の部 最優秀賞 
2000年全国大会　級拳士の部 最優秀賞 
少林寺拳法国際大会2001 優秀賞 

手賀沼マラソン大会（ハーフ）優勝／北海道マラソン26位 

Ⅰ部体育局空手道部 

Ⅰ部体育局ハンドボール部 

Ⅰ部体育局軟式庭球部 

友井田　将来 
（Ⅰ部体育局舞踏研究部４年） 

多田　　理 
（Ⅰ部体育局陸上競技部４年） 

梅木　　　実・小林　直輝 
（Ⅰ部体育局少林寺拳法部４年） 

授業・サークル活動等多忙を極めるなか、サイエンス夢工
房、学園祭ライブなど多彩な企画を立てた。また、飲酒事
故防止講習会を開催し、事故防止に努めた。さらに、神楽
坂の歴史写真展を開催し地域社会の発展にも貢献した 

理大祭実行委員会（神楽坂） 

参加団体の取りまとめや本部企画の練り直し、学生、教
職員、地域住民を含めた交流の場を設けるなど、それぞ
れの催しを無事に成功させた 
花火打ち上げ、講演会などを恒例企画とし、地域密着型学園
祭として市民との交流をはかり、無事故開催に成功した 
経営学部の卒業アルバムは廃刊状態であったが、一昨年、
仲村君が中心となりアルバム委員会を発足し、アルバムの
発刊に貢献した。当初は、神楽坂校舎との合同作成であっ
たが、昨年からは経営学部の単独製作となった 
丸山良明（局長）・太田一善（副局長）・佐々木啓（総務）・
秋庭一樹（総務）・岡野吉和（財務）・荻野雅裕（野田支部長）・
首藤匠（野田副支部長）・滑川技（野田支部総務）・塚原隆
裕（野田支部財務）・真山仁（久喜支部長）・清野健太朗（久
喜支部副支部長）・若狭宏嗣（久喜支部総務）・岡野怜（久
喜支部財務）・小嶋隆之（監査委員）・吉田雄吾（監査委員） 
加賀誠（会長）・齋藤伸恵（副会長）・千葉亮一（副会長）・
服部生（事務局長）・金子裕輝（総合監査員）・田村実由記（総
合監査員）・清元洋平（総合監査員） 

理大祭実行委員会（野　田） 

理大祭実行委員会（久　喜） 

Ⅰ部体育局 
本部役員・監査委員 

Ⅱ部体育会 
本部役員・総合監査委員 

仲村　　泰洋 
（久喜卒業アルバム委員会４年） 

早川　　佑介（Ⅰ部体育局空手道部３年） 
第45回全関東大学空手道選手権大会（２部）優秀選手 

大島　　康宏（Ⅰ部体育局柔道部２年） 
全日本理工科学生柔道優勝大会優秀選手（２年連続） 

松下　　　円（Ⅱ部体育会硬式庭球部１年） 
第16回関東二部学生硬式庭球大会 個人戦シングルス（女子の部）優勝 

小松　かおる（Ⅰ部文化会英語研究部３年） 
第49回東京理科大学学長杯争奪英語弁論大会英語スピーチの部優勝 

● 学長賞  ● 

●  学生部長賞  ● 

●  功労賞  ● 

●  奨励賞  ● 

入田　　香苗 
（Ⅰ部体育局剣道部４年） 

村田　　貴之 
  Ⅰ部体育局ウエイト （トレーニング部４年） 

思いこもごも…16期生退寮式 

し
か
し
全
て
が
良
い
思
い
出
と

な
り
長
万
部
を
去
っ
て
い
っ
た

も
の
と
思
う
。

野
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
課
外
活

動
の
拠
点
で
あ
る
「
部
室
棟
」

が
、
老
朽
化
し
た
旧
棟
に
代
わ

り
昨
年
末
に
新
し
く
完
成
＝
写

真
、
各
団
体
総
出
で
引
っ
越
し

作
業
が
行
わ
れ
た
。
年
末
の
忙

し
い
時
期
に
も
係
わ
ら
ず
大
勢

の
部
員
が
協
力
し
合
い
、
短
期

間
に
引
っ
越
し
は
完
了
。
永
年

使
用
し
て
い
た
旧
部
室
が
名
残

惜
し
ま
れ
た
が
、
皆
テ
キ
パ
キ

と
荷
物
運
び
や
清
掃
を
行
っ
て

い
た
。

部
室
棟
は
二
階
建
て
の
パ
テ

ィ
オ
形
式
で
、
延
床
面
積
一
七

〇
八
・
四
㎡
（
五
一
六
・
七
九

一
坪
）。
中
庭
に
は
ケ
ヤ
キ
の

木
が
植
え
ら
れ
て
い
る
。
部
室

は
八
十
三
室
あ
り
七
十
一
団
体

が
使
用
。
暖
房
設
備
が
整
い
、

倉
庫
や
ガ
レ
ー
ジ
も
附
設
さ
れ

た
。
新
部
室
棟
は
森
戸
記
念
体

育
館
に
隣
接
し
て
い
る
た
め
、

同
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル

ー
ム
が
利
用
し
や
す
く
な
っ

た
、
と
体
育
局
の
団
体
に
は
好

評
で
あ
る
。

こ
の
新
部
室
棟
の
完
成
に
よ

り
、
一
層
の
活
躍
を
各
団
体
に

期
待
し
た
い
。

ご
意
見
・
ご
感
想
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

「
東
京
理
科
大
学
報
」に
関
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
、
情
報
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
今
後
の
紙
面
づ
く
り
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

　【
宛
先
】
〒
162- 
8601
新
宿
区
神
楽
坂1-3 

東
京
理
科
大
学 

広
報
課 

　【
電
話
／FAX

】03 -5228 -8107

／03 -3260 -5823 

　【E-m
ail

】koho@
adm
in.tus.ac.jp

活躍期待！新部室棟完成 

長

万
部

野
　
　
田

努
力
実
っ
て
…
…
晴
れ
の
学
長
賞
受
賞
者
た
ち

退
寮
パ
ー
テ
ィ
ー
で
16
期
生
た
ち


